
平成27年12月1日開会

平成27年12月徳島県議会定例会議案及び議案説明書

初校

平成27年12月議案及び議案説明書



平成27年12月議案及び議案説明書



目 次

第 1 号 平成27年度徳島県一般会計補正予算（第3号）……………………………………………………………… 1頁
第 2 号 平成27年度徳島県流域下水道事業特別会計補正予算（第2号）…………………………………………… 5
第 3 号 徳島県ふぐの処理等に関する条例の一部改正について……………………………………………………… 7
第 4 号 徳島県奨学金返還支援基金条例の制定について……………………………………………………………… 9
第 5 号 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律施行条例の制定について…11
第 6 号 徳島県行政不服審査会設置条例の制定について………………………………………………………………13
第 7 号 徳島県税条例の一部改正について………………………………………………………………………………15
第 8 号 徳島県控除対象特定非営利活動法人の指定の手続等に関する条例の制定について………………………23
第 9 号 徳島県保健福祉関係手数料条例の一部改正について…………………………………………………………35
第 10 号 徳島県がん対策推進条例の一部改正について…………………………………………………………………39
第 11 号 徳島県介護基盤緊急整備等臨時特例基金条例の廃止について………………………………………………41
第 12 号 徳島県介護職員処遇改善等臨時特例基金条例の廃止について………………………………………………43
第 13 号 障がいのある人もない人も暮らしやすい徳島づくり条例の制定について…………………………………45
第 14 号 徳島県道路整備利用促進基金条例の一部改正について………………………………………………………55
第 15 号 徳島県公営企業の設置等に関する条例の一部改正について…………………………………………………57
第 16 号 平成27年度総合情報通信ネットワークシステム整備事業費に対する受益市町村負担金について………59
第 17 号 徳島県総合情報通信ネットワークシステム再整備工事の請負契約の変更請負契約について……………63
第 18 号 動産の取得について………………………………………………………………………………………………65
第 19 号 当せん金付証票の発売について…………………………………………………………………………………67
第 20 号 徳島県立南部防災館の指定管理者の指定について……………………………………………………………69

①三校

平成27年12月議案及び議案説明書



第 21 号 徳島県立男女共同参画交流センター（ホール，研修室等を利用に供する業務等）の指定管理者の
指定について………………………………………………………………………………………………………71頁

第 22 号 徳島県立男女共同参画交流センター（子育て支援業務）の指定管理者の指定について…………………73
第 23 号 徳島県郷土文化会館の指定管理者の指定について……………………………………………………………75
第 24 号 徳島県立文学書道館の指定管理者の指定について……………………………………………………………77
第 25 号 徳島県蔵本公園等の指定管理者の指定について………………………………………………………………79
第 26 号 徳島県立産業観光交流センターの指定管理者の指定について………………………………………………81
第 27 号 徳島県立あすたむらんどの指定管理者の指定について………………………………………………………83
第 28 号 徳島県月見が丘海浜公園の指定管理者の指定について………………………………………………………85
第 29 号 旧吉野川流域下水道の指定管理者の指定について……………………………………………………………87
報 告 第 1 号 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について………………………………89
報 告 第 2 号 損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について………………………………91
報 告 第 3 号 損害賠償（捜査活動に伴う物損事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について……………93
補正予算説明
1 平成27年度徳島県一般会計補正予算（第3号）説明書……………………………………………………………………………97
()1 歳入歳出補正予算（第3号）事項別明細書………………………………………………………………………………………97
1 総 括………………………………………………………………………………………………………………………97
2 歳 入………………………………………………………………………………………………………………………101
3 歳 出………………………………………………………………………………………………………………………111

()2 補正予算（第3号）債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は支出額の見込み
及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書…………………………………………………………………………………123

�3 補正予算（第3号）地方債の前年度末における現在高及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書…………127
2 平成27年度徳島県特別会計補正予算説明書…………………………………………………………………………………………129

②再校

平成27年12月議案及び議案説明書



()1 補正予算に係る債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は支出額の見込み及び
当該年度以降の支出予定額等に関する調書………………………………………………………………………………………129

③再校

平成27年12月議案及び議案説明書



④初校

平成27年12月議案及び議案説明書



第 1 号 平成27年度徳島県一般会計補正予算（第3号）

平成27年度徳島県一般会計の補正予算（第3号）は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第1条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1，695，224千円を追加し，歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ491，477，819千円とする。

2 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は，「第1表歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為の補正）

第2条 債務負担行為の追加は，「第2表債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）

第3条 地方債の変更は，「第3表地方債補正」による。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 歳入歳出予算補正

歳 入

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

9 国 庫 支 出 金 58，497，105 366，666 58，863，771

1 国 庫 負 担 金 32，050，714 366，666 32，417，380

11 寄 附 金 104，050 20，000 124，050

1 寄 附 金 104，050 20，000 124，050

12 繰 入 金 93，098，925 594，264 93，693，189

千円 千円 千円

第1号 平成27年度徳島県一般会計補正予算（第3号）

初校

１

平成27年12月議案及び議案説明書



2 基 金 繰 入 金 30，916，639 594，264 31，510，903

13 繰 越 金 6，688，867 545，294 7，234，161

1 繰 越 金 6，688，867 545，294 7，234，161

15 県 債 54，951，000 169，000 55，120，000

1 県 債 54，951，000 169，000 55，120，000

歳 入 合 計 489，782，595 1，695，224 491，477，819

歳 出

款 項 補 正 前 の 額 補 正 額 計

2 総 務 費 30，926，473 364，160 31，290，633

2 企 画 費 2，792，422 200，000 2，992，422

6 防 災 費 4，750，143 164，160 4，914，303

4 衛 生 費 28，819，138 664，264 29，483，402

4 医 薬 費 10，190，755 664，264 10，855，019

6 農 林 水 産 業 費 29，628，785 69，800 29，698，585

4 農 地 費 10，325，426 11，500 10，336，926

5 林 業 費 10，382，262 36，300 10，418，562

再校

千円 千円 千円
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6 水 産 業 費 2，316，307 22，000 2，338，307

7 商 工 費 64，135，073 2，000 64，137，073

1 商 業 費 58，764，716 2，000 58，766，716

8 土 木 費 46，466，684 595，000 47，061，684

2 道 路 橋 り ょ う 費 20，753，228 100，000 20，853，228

3 河 川 海 岸 費 13，551，649 495，000 14，046，649

歳 出 合 計 489，782，595 1，695，224 491，477，819

第2表 債務負担行為補正

1 追 加

事 項 期 間 限 度 額

徳島県立南部防災館の管理運営協定 自 平成28年度
至 平成30年度 36，995千円

奨学金返還支援費に係る補助金 自 平成27年度
至 平成45年度 200，000千円

徳島県立男女共同参画交流センター（ホール，研修室等を利用に供する業務等）の管理運営協定 自 平成28年度
至 平成32年度 143，775千円

徳島県立男女共同参画交流センター（子育て支援業務）の管理運営協定 自 平成28年度
至 平成32年度 28，003千円

徳島県郷土文化会館の管理運営協定 自 平成28年度
至 平成32年度 699，870千円

徳島県立文学書道館の管理運営協定 自 平成28年度
至 平成32年度 849，900千円

再校
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第3表 地 方 債 補 正

1 変 更

起 債 の 目 的
限 度 額

補 正 前 補 正 後

防 災 事 業 2，889，000 3，053，000

林 業 治 山 事 業 2，141，000 2，146，000

計 54，951，000 55，120，000

徳島県蔵本公園等の管理運営協定 自 平成28年度
至 平成32年度 1，975，512千円

徳島県立産業観光交流センターの管理運営協定 自 平成28年度
至 平成32年度 1，395，000千円

徳島県立あすたむらんどの管理運営協定 自 平成28年度
至 平成32年度 3，329，667千円

徳島県月見が丘海浜公園の管理運営協定 自 平成28年度
至 平成30年度 170，467千円

初校
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第 2 号 平成27年度徳島県流域下水道事業特別会計補正予算（第2号）

平成27年度徳島県流域下水道事業特別会計の補正予算（第2号）は，次に定めるところによる。

（債務負担行為の補正）

第1条 債務負担行為の追加は，「第1表債務負担行為補正」による。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第1表 債務負担行為補正

1 追 加

事 項 期 間 限 度 額

旧吉野川流域下水道の管理運営協定 自 平成28年度
至 平成30年度 645，926千円

第2号 平成27年度徳島県流域下水道事業特別会計補正予算（第2号）

再校
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徳 島 県 ふ ぐ の 処 理 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 ふ ぐ の 処 理 等 に 関 す る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 六 条 第 三 項 第 五 号 中 「 又 は 第 三 十 二 条 」 を 削 る 。

第 三 十 二 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 三 十 二 条 削 除

第 三 十 八 条 中 第 四 号 を 削 り 、 第 五 号 を 第 四 号 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

食 品 表 示 法 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 食 品 表 示 基 準 が 定 め ら れ た こ と に 鑑 み 、 所 要 の 改 正 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 三 号

徳 島 県 ふ ぐ の 処 理 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 ふ ぐ の 処 理 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 三 号 徳 島 県 ふ ぐ の 処 理 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

初校
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徳 島 県 奨 学 金 返 還 支 援 基 金 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 大 学 生 等 の 県 内 に お け る 就 業 を 促 進 し 、 本 県 産 業 を 担 う 人 材 の 確 保 を 図 る た め に 実 施 す る 奨 学 金 の 返 還 の 支 援 に 関 す る 事 業 に 要 す る 経 費 に 充 て る た

め 、 徳 島 県 奨 学 金 返 還 支 援 基 金 （ 以 下 「 基 金 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。

（ 積 立 額 ）

第 二 条 基 金 と し て 積 み 立 て る 額 は 、 予 算 で 定 め る 額 と す る 。

（ 管 理 ）

第 三 条 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 確 実 か つ 有 利 な 方 法 に よ り 保 管 し な け れ ば な ら な い 。

2 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 必 要 に 応 じ 、 確 実 か つ 有 利 な 有 価 証 券 に 代 え る こ と が で き る 。

（ 運 用 益 金 の 処 理 ）

第 四 条 基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し て 、 こ の 基 金 に 編 入 す る も の と す る 。

（ 繰 替 運 用 ）

第 五 条 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定 め て 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 運 用 す る こ と が で

き る 。

（ 処 分 ）

第 六 条 基 金 は 、 第 一 条 に 規 定 す る 事 業 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 限 り 、 処 分 す る こ と が で き る 。

第 四 号

徳 島 県 奨 学 金 返 還 支 援 基 金 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 奨 学 金 返 還 支 援 基 金 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 四 号 徳 島 県 奨 学 金 返 還 支 援 基 金 条 例 の 制 定 に つ い て

初校
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（ 委 任 ）

第 七 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 基 金 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

大 学 生 等 の 県 内 に お け る 就 業 を 促 進 し 、 本 県 産 業 を 担 う 人 材 の 確 保 を 図 る た め に 実 施 す る 奨 学 金 の 返 還 の 支 援 に 関 す る 事 業 に 要 す る 経 費 に 充 て る た め 、 徳 島

県 奨 学 金 返 還 支 援 基 金 を 設 置 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

初校
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行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 施 行 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 二 十 七 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） の 施 行

に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 個 人 番 号 及 び 特 定 個 人 情 報 の 利 用 範 囲 等 ）

第 二 条 法 第 九 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め る 事 務 は 、 次 に 掲 げ る 事 務 と す る 。

一 県 の 執 行 機 関 が 行 う 法 別 表 第 二 の 第 二 欄 に 掲 げ る 事 務

二 別 表 の 上 欄 に 掲 げ る 県 の 執 行 機 関 が 行 う 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 事 務

2 県 の 執 行 機 関 は 、 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 務 を 処 理 す る た め に 必 要 な 限 度 で 法 別 表 第 二 の 第 四 欄 に 掲 げ る 特 定 個 人 情 報 で あ っ て 自 ら が 保 有 す る も の を 利 用 す

る こ と が で き る 。 た だ し 、 法 の 規 定 に よ り 、 情 報 提 供 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム を 使 用 し て 他 の 個 人 番 号 利 用 事 務 実 施 者 か ら 当 該 特 定 個 人 情 報 の 提 供 を 受 け る こ

と が で き る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

3 前 項 の 規 定 に よ る 特 定 個 人 情 報 の 利 用 が あ っ た 場 合 に お い て 、 他 の 条 例 又 は 規 則 （ 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 百 三 十 八 条 の 四 第 二 項 に

規 定 す る 規 程 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 当 該 特 定 個 人 情 報 と 同 一 の 内 容 の 情 報 を 含 む 書 面 の 提 出 が 義 務 付 け ら れ て い る と き は 、 当 該 書 面 の 提 出 が あ っ た も の と

み な す 。
附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 八 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 二 項 た だ し 書 並 び に 別 表 の 規 定 は 、 法 附 則 第 一 条 第 五 号 に 掲 げ る 規 定

第 五 号

行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 制 定 に つ い て

行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 五 号 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 施 行 条 例 の 制 定 に つ い て
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の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

別 表 （ 第 二 条 関 係 ）
執 行 機 関 事 務

一 知 事 外 国 人 に 対 す る 生 活 保 護 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 四 十 四 号 ） の 規 定 に 準 じ て 行 う 保 護 の 決 定 及 び 実 施 、 就 労 自 立 給 付

金 の 支 給 、 保 護 に 要 す る 費 用 の 返 還 又 は 徴 収 金 の 徴 収 に 関 す る 事 務 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の

二 知 事 私 立 の 中 学 校 、 高 等 学 校 又 は 専 修 学 校 の 高 等 課 程 の 設 置 者 が 行 う 生 徒 の 授 業 料 を 軽 減 す る 事 業 に 係 る 補 助 金 の 交 付 に 関

す る 事 務 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の

三 知 事 高 等 学 校 等 （ 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 二 年 法 律 第 十 八 号 ） 第 二 条 に 規 定 す る 高 等 学 校 等 を

い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 退 学 し 、 再 び 私 立 の 高 等 学 校 等 に 入 学 し た 者 に 対 す る 同 法 第 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 就 学 支 援 金 に

相 当 す る 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 事 務 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の

四 知 事 私 立 の 高 等 学 校 等 に お け る 奨 学 の た め の 給 付 金 の 支 給 に 関 す る 事 務 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の

五 教 育 委 員 会 県 立 の 特 別 支 援 学 校 へ の 就 学 の た め 必 要 な 経 費 の 支 弁 に 関 す る 事 務 （ 特 別 支 援 学 校 へ の 就 学 奨 励 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 二

十 九 年 法 律 第 百 四 十 四 号 ） に よ る も の を 除 く 。 ） で あ っ て 規 則 で 定 め る も の

六 教 育 委 員 会 高 等 学 校 等 を 退 学 し 、 再 び 公 立 の 高 等 学 校 等 に 入 学 し た 者 に 対 す る 高 等 学 校 等 就 学 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 法 律 第 三 条 第

一 項 に 規 定 す る 就 学 支 援 金 に 相 当 す る 支 援 金 の 支 給 に 関 す る 事 務 で あ っ て 規 則 で 定 め る も の

七 教 育 委 員 会 国 立 又 は 公 立 の 高 等 学 校 等 （ 特 別 支 援 学 校 の 高 等 部 を 除 く 。 ） に お け る 奨 学 の た め の 給 付 金 の 支 給 に 関 す る 事 務 で あ っ

て 規 則 で 定 め る も の

提 案 理 由

行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 が 制 定 さ れ た こ と に 鑑 み 、 県 民 の 利 便 性 の 向 上 及 び 行 政 事 務 の 効 率 化 に 資 す る た

め 、 個 人 番 号 及 び 特 定 個 人 情 報 の 利 用 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 行 政 不 服 審 査 会 設 置 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 行 政 不 服 審 査 法 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 六 十 八 号 ） 第 八 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ く 機 関 と し て 、 徳 島 県 行 政 不 服 審 査 会 （ 以 下 「 審 査 会 」 と い う 。 ） を

置 く 。

（ 組 織 ）

第 二 条 審 査 会 は 、 委 員 五 人 以 内 で 組 織 す る 。

（ 委 員 ）

第 三 条 委 員 は 、 審 査 会 の 権 限 に 属 す る 事 項 に 関 し 公 正 な 判 断 を す る こ と が で き 、 か つ 、 法 律 又 は 行 政 に 関 し て 優 れ た 識 見 を 有 す る 者 の う ち か ら 、 知 事 が 任 命

す る 。

2 委 員 の 任 期 は 、 三 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

3 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

4 知 事 は 、 委 員 が 心 身 の 故 障 の た め に 職 務 の 執 行 が で き な い と 認 め る 場 合 又 は 委 員 に 職 務 上 の 義 務 違 反 そ の 他 委 員 た る に 適 し な い 非 行 が あ る と 認 め る 場 合 に

は 、 そ の 委 員 を 罷 免 す る こ と が で き る 。

5 委 員 は 、 職 務 上 知 る こ と が で き た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い た 後 も 同 様 と す る 。

6 委 員 は 、 在 任 中 、 政 党 そ の 他 の 政 治 的 団 体 の 役 員 と な り 、 又 は 積 極 的 に 政 治 運 動 を し て は な ら な い 。

（ 会 長 ）

第 六 号

徳 島 県 行 政 不 服 審 査 会 設 置 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 行 政 不 服 審 査 会 設 置 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 六 号 徳 島 県 行 政 不 服 審 査 会 設 置 条 例 の 制 定 に つ い て
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第 四 条 審 査 会 に 、 会 長 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ り 選 任 す る 。

2 会 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 審 査 会 を 代 表 す る 。

3 会 長 に 事 故 が あ る と き は 、 あ ら か じ め そ の 指 名 す る 委 員 が 、 そ の 職 務 を 代 理 す る 。

（ 会 議 ）

第 五 条 審 査 会 は 、 委 員 の 過 半 数 の 出 席 が な け れ ば 、 会 議 を 開 き 、 議 決 す る こ と が で き な い 。

2 審 査 会 の 議 事 は 、 出 席 し た 委 員 の 過 半 数 を も っ て 決 し 、 可 否 同 数 の と き は 、 会 長 の 決 す る と こ ろ に よ る 。

3 委 員 は 、 自 己 の 利 害 に 関 係 す る 議 事 に 参 与 す る こ と が で き な い 。

（ 雑 則 ）

第 六 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 審 査 会 の 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 会 長 が 審 査 会 に 諮 っ て 定 め る 。

（ 罰 則 ）

第 七 条 第 三 条 第 五 項 の 規 定 に 違 反 し て 秘 密 を 漏 ら し た 者 は 、 一 年 以 下 の 懲 役 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 行 政 不 服 審 査 法 の 施 行 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

行 政 不 服 審 査 法 の 全 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 徳 島 県 行 政 不 服 審 査 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す

る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

第 一 条 徳 島 県 税 条 例 （ 昭 和 二 十 五 年 徳 島 県 条 例 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 条 の 七 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

2 法 第 三 十 七 条 の 二 第 一 項 第 四 号 の 条 例 で 定 め る 寄 附 金 は 、 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 七 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 （ 以

下 「 特 定 非 営 利 活 動 法 人 」 と い う 。 ） に 対 す る 当 該 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 行 う 同 条 第 一 項 に 規 定 す る 特 定 非 営 利 活 動 に 係 る 事 業 に 関 連 す る 寄 附 金 の う ち 、

別 に 条 例 で 定 め る 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 （ 法 第 三 十 七 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 を い う 。 ） に 対 す る 寄 附 金 と す る 。

第 二 十 条 の 十 六 第 一 項 第 三 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

三 特 定 非 営 利 活 動 法 人

第 二 十 条 の 十 六 の 四 第 一 項 中 第 三 号 を 第 四 号 と し 、 第 二 号 を 第 三 号 と し 、 第 一 号 を 第 二 号 と し 、 同 号 の 前 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

一 利 子 等 の 支 払 又 は そ の 取 扱 い を す る 者 の 名 称 、 所 在 地 及 び 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法

律 第 二 十 七 号 ） 第 二 条 第 十 五 項 に 規 定 す る 法 人 番 号 （ 以 下 「 法 人 番 号 」 と い う 。 ） （ 法 人 番 号 を 有 し な い 者 に あ つ て は 、 名 称 及 び 所 在 地 ）

第 二 十 条 の 十 六 の 四 第 二 項 中 「 前 項 の 営 業 所 等 に つ き 同 項 第 一 号 及 び 第 二 号 」 を 「 前 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 」 に 改 め る 。

第 二 十 条 の 十 九 の 二 第 一 項 第 一 号 中 「 所 在 地 及 び 名 称 」 を 「 名 称 、 所 在 地 及 び 法 人 番 号 （ 法 人 番 号 を 有 し な い 者 に あ つ て は 、 名 称 及 び 所 在 地 。 以 下 こ の 条

に お い て 同 じ 。 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 第 一 号 中 「 所 在 地 及 び 名 称 」 を 「 名 称 、 所 在 地 及 び 法 人 番 号 」 に 改 め る 。

第 二 十 条 の 二 十 四 第 一 項 第 一 号 中 「 及 び 住 所 」 を 「 、 住 所 及 び 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 第 二 条 第 五 項 に 規

定 す る 個 人 番 号 （ 以 下 「 個 人 番 号 」 と い う 。 ） 又 は 法 人 番 号 （ 個 人 番 号 又 は 法 人 番 号 を 有 し な い 者 に あ つ て は 、 氏 名 又 は 名 称 及 び 住 所 ） 」 に 改 め る 。

第 七 号

徳 島 県 税 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 七 号 徳 島 県 税 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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第 二 十 条 の 二 十 九 の 二 第 一 項 第 一 号 中 「 及 び 住 所 」 を 「 、 住 所 及 び 個 人 番 号 又 は 法 人 番 号 （ 個 人 番 号 又 は 法 人 番 号 を 有 し な い 者 に あ つ て は 、 氏 名 又 は 名 称

及 び 住 所 ） 」 に 改 め る 。

第 二 十 条 の 三 十 第 一 項 第 一 号 中 「 住 所 及 び 氏 名 又 は 名 称 」 を 「 氏 名 又 は 名 称 、 住 所 及 び 個 人 番 号 又 は 法 人 番 号 （ 個 人 番 号 又 は 法 人 番 号 を 有 し な い 者 に あ つ

て は 、 氏 名 又 は 名 称 及 び 住 所 。 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 同 じ 。 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 第 一 号 、 第 三 項 第 一 号 及 び 第 四 項 第 一 号 中 「 住 所 及 び 氏 名 又 は 名 称 」

を 「 氏 名 又 は 名 称 、 住 所 及 び 個 人 番 号 又 は 法 人 番 号 」 に 改 め 、 同 条 第 六 項 第 一 号 中 「 所 在 地 及 び 名 称 」 を 「 名 称 、 所 在 地 及 び 法 人 番 号 （ 法 人 番 号 を 有 し な い

者 に あ つ て は 、 名 称 及 び 所 在 地 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 七 項 第 一 号 中 「 所 在 地 及 び 名 称 」 を 「 名 称 、 所 在 地 及 び 法 人 番 号 」 に 改 め 、 同 条 第 八

項 第 一 号 及 び 第 九 項 第 一 号 中 「 住 所 及 び 氏 名 又 は 名 称 」 を 「 氏 名 又 は 名 称 、 住 所 及 び 個 人 番 号 又 は 法 人 番 号 」 に 改 め る 。

第 二 十 条 の 三 十 一 第 二 項 第 一 号 中 「 住 所 及 び 氏 名 又 は 名 称 」 を 「 氏 名 又 は 名 称 、 住 所 及 び 個 人 番 号 又 は 法 人 番 号 」 に 改 め る 。

第 二 条 徳 島 県 税 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 六 条 の 次 に 次 の 五 条 を 加 え る 。

（ 徴 収 猶 予 に 係 る 徴 収 金 の 分 割 納 付 又 は 分 割 納 入 ）

第 六 条 の 二 知 事 は 、 法 第 十 五 条 第 三 項 に 規 定 す る 徴 収 の 猶 予 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 徴 収 の 猶 予 」 と い う 。 ） 又 は 同 条 第 五 項 に 規 定 す る 徴 収 の 猶 予 期 間 の

延 長 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 」 と い う 。 ） を す る 場 合 に は 、 当 該 徴 収 の 猶 予 又 は 当 該 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 に 係 る 金 額 を 当 該 徴 収 の

猶 予 又 は 当 該 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 を す る 期 間 内 の 各 月 （ 知 事 が や む を 得 な い 事 情 が あ る と 認 め る と き は 、 そ の 期 間 内 の 知 事 が 指 定 す る 月 ） に 分 割 し て 納

付 し 、 又 は 納 入 さ せ る も の と す る 。

2 知 事 は 、 法 第 十 五 条 第 三 項 又 は 第 五 項 の 規 定 に よ り 、 徴 収 の 猶 予 又 は 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 に 係 る 徴 収 金 を 分 割 し て 納 付 し 、 又 は 納 入 さ せ る 場 合 に お い

て は 、 当 該 分 割 納 付 の 各 納 付 期 限 及 び 各 納 付 期 限 ご と の 納 付 金 額 又 は 当 該 分 割 納 入 の 各 納 入 期 限 及 び 各 納 入 期 限 ご と の 納 入 金 額 を 定 め る も の と す る 。

3 知 事 は 、 徴 収 の 猶 予 又 は 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 を 受 け た 者 が 前 項 の 規 定 に よ り 定 め た 納 付 期 限 又 は 納 入 期 限 ま で に 納 付 し 、 又 は 納 入 す る こ と が で き な い

こ と に つ き や む を 得 な い 理 由 が あ る と 認 め る と き は 、 同 項 の 規 定 に よ り 定 め た 分 割 納 付 の 各 納 付 期 限 若 し く は 各 納 付 期 限 ご と の 納 付 金 額 又 は 分 割 納 入 の 各

納 入 期 限 若 し く は 各 納 入 期 限 ご と の 納 入 金 額 を 変 更 す る こ と が で き る 。

（ 徴 収 猶 予 の 申 請 手 続 等 ）

第 六 条 の 三 法 第 十 五 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。

一 納 税 義 務 者 又 は 特 別 徴 収 義 務 者 の 氏 名 又 は 名 称 、 住 所 及 び 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法

律 第 二 十 七 号 ） 第 二 条 第 五 項 に 規 定 す る 個 人 番 号 （ 以 下 「 個 人 番 号 」 と い う 。 ） 又 は 同 条 第 十 五 項 に 規 定 す る 法 人 番 号 （ 以 下 「 法 人 番 号 」 と い う 。 ） （ 個

人 番 号 又 は 法 人 番 号 を 有 し な い 者 に あ つ て は 、 氏 名 又 は 名 称 及 び 住 所 ）
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二 法 第 十 五 条 第 一 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 事 実 が あ る こ と 及 び そ の 該 当 す る 事 実 に 基 づ き 徴 収 金 を 一 時 に 納 付 し 、 又 は 納 入 す る こ と が で き な い 事 情

の 詳 細

三 納 付 し 、 又 は 納 入 す べ き 徴 収 金 の 年 度 、 税 目 、 納 期 限 及 び 金 額

四 前 号 の 金 額 の う ち 徴 収 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 金 額

五 徴 収 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 期 間

六 分 割 納 付 の 方 法 に よ り 納 付 し 、 又 は 分 割 納 入 の 方 法 に よ り 納 入 す る か ど う か （ 分 割 納 付 の 方 法 に よ り 納 付 し 、 又 は 分 割 納 入 の 方 法 に よ り 納 入 す る 場 合

に あ つ て は 、 分 割 納 付 の 各 納 付 期 限 及 び 各 納 付 期 限 ご と の 納 付 金 額 又 は 分 割 納 入 の 各 納 入 期 限 及 び 各 納 入 期 限 ご と の 納 入 金 額 を 含 む 。 ）

七 徴 収 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 金 額 が 百 万 円 を 超 え 、 か つ 、 当 該 徴 収 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 期 間 が 三 月 を 超 え る 場 合 に は 、 提 供 し よ う と す る 法 第 十 六

条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 担 保 の 種 類 、 数 量 、 価 額 及 び 所 在 （ そ の 担 保 が 保 証 人 の 保 証 で あ る と き は 、 保 証 人 の 氏 名 及 び 住 所 又 は 居 所 ） そ の 他 担 保 に 関 し 参

考 と な る べ き 事 項 （ 担 保 を 提 供 す る こ と が で き な い 特 別 の 事 情 が あ る と き は 、 そ の 事 情 ）

八 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 事 項

2 法 第 十 五 条 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 書 類 は 、 次 に 掲 げ る 書 類 と す る 。

一 法 第 十 五 条 第 一 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 事 実 を 証 す る に 足 り る 書 類

二 財 産 目 録 そ の 他 の 資 産 及 び 負 債 の 状 況 を 明 ら か に す る 書 類

三 徴 収 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 日 前 一 年 間 の 収 入 及 び 支 出 の 実 績 並 び に 同 日 以 後 の 収 入 及 び 支 出 の 見 込 み を 明 ら か に す る 書 類

四 徴 収 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 金 額 が 百 万 円 を 超 え 、 か つ 、 当 該 徴 収 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 期 間 が 三 月 を 超 え る 場 合 に は 、 地 方 税 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十

五 年 政 令 第 二 百 四 十 五 号 。 以 下 「 施 行 令 」 と い う 。 ） 第 六 条 の 十 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き 書 類 そ の 他 担 保 の 提 供 に 関 し 必 要 と な る 書 類

五 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類

3 法 第 十 五 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。

一 徴 収 金 を 一 時 に 納 付 し 、 又 は 納 入 す る こ と が で き な い 事 情 の 詳 細

二 第 一 項 第 一 号 及 び 第 三 号 か ら 第 七 号 ま で に 掲 げ る 事 項

三 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 事 項

4 法 第 十 五 条 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 書 類 は 、 次 に 掲 げ る 書 類 と す る 。

一 第 二 項 第 二 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 書 類

二 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類
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5 法 第 十 五 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。

一 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 徴 収 金 の 年 度 、 税 目 、 納 期 限 及 び 金 額

二 徴 収 の 猶 予 を 受 け た 期 間 内 に 当 該 徴 収 の 猶 予 を 受 け た 金 額 を 納 付 し 、 又 は 納 入 す る こ と が で き な い や む を 得 な い 理 由

三 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 期 間

四 第 一 項 第 一 号 及 び 第 六 号 に 掲 げ る 事 項

五 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 金 額 が 百 万 円 を 超 え 、 か つ 、 当 該 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 期 間 が 三 月 を 超 え る 場 合 に は 、 提 供

し よ う と す る 法 第 十 六 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 担 保 の 種 類 、 数 量 、 価 額 及 び 所 在 （ そ の 担 保 が 保 証 人 の 保 証 で あ る と き は 、 保 証 人 の 氏 名 及 び 住 所 又 は 居 所 ）

そ の 他 担 保 に 関 し 参 考 と な る べ き 事 項 （ 担 保 を 提 供 す る こ と が で き な い 特 別 の 事 情 が あ る と き は 、 そ の 事 情 ）

六 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 事 項

6 法 第 十 五 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 書 類 は 、 次 に 掲 げ る 書 類 と す る 。

一 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 書 類

二 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 日 前 一 年 間 の 収 入 及 び 支 出 の 実 績 並 び に 同 日 以 後 の 収 入 及 び 支 出 の 見 込 み を 明 ら か に す る 書 類

三 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 金 額 が 百 万 円 を 超 え 、 か つ 、 当 該 徴 収 の 猶 予 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 期 間 が 三 月 を 超 え る 場 合 に は 、 施 行

令 第 六 条 の 十 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き 書 類 そ の 他 担 保 の 提 供 に 関 し 必 要 と な る 書 類

四 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類

7 法 第 十 五 条 の 二 第 四 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 書 類 は 、 第 二 項 第 四 号 及 び 前 項 第 三 号 に 掲 げ る 書 類 と す る 。

8 法 第 十 五 条 の 二 第 八 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 期 間 は 、 二 十 日 と す る 。

（ 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 の 手 続 等 ）

第 六 条 の 四 第 六 条 の 二 の 規 定 は 、 法 第 十 五 条 の 五 第 二 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 法 第 十 五 条 第 三 項 又 は 第 五 項 の 規 定 に よ り 、 法 第 十 五 条 の 五 第 二 項 に

規 定 す る 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 」 と い う 。 ） 又 は 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 に 係 る 金 額 を 分 割

し て 納 付 し 、 又 は 納 入 さ せ る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

2 法 第 十 五 条 の 五 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 書 類 は 、 次 に 掲 げ る 書 類 と す る 。

一 前 条 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 書 類

二 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 日 前 一 年 間 の 収 入 及 び 支 出 の 実 績 並 び に 同 日 以 後 の 収 入 及 び 支 出 の 見 込 み を 明 ら か に す る 書 類

三 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 金 額 が 百 万 円 を 超 え 、 か つ 、 当 該 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 期 間 が 三 月 を 超 え る 場 合 に は 、 施 行
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令 第 六 条 の 十 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き 書 類 そ の 他 担 保 の 提 供 に 関 し 必 要 と な る 書 類

四 徴 収 金 を 分 割 し て 納 付 し 、 又 は 納 入 さ せ る た め に 必 要 と な る 書 類

五 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類

3 法 第 十 五 条 の 五 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 書 類 は 、 次 に 掲 げ る 書 類 と す る 。

一 前 条 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 書 類

二 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 日 前 一 年 間 の 収 入 及 び 支 出 の 実 績 並 び に 同 日 以 後 の 収 入 及 び 支 出 の 見 込 み を 明 ら か に す る 書

類
三 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 金 額 が 百 万 円 を 超 え 、 か つ 、 当 該 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る

期 間 が 三 月 を 超 え る 場 合 に は 、 施 行 令 第 六 条 の 十 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き 書 類 そ の 他 担 保 の 提 供 に 関 し 必 要 と な る 書 類

四 徴 収 金 を 分 割 し て 納 付 し 、 又 は 納 入 さ せ る た め に 必 要 と な る 書 類

五 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類

（ 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 の 申 請 手 続 等 ）

第 六 条 の 五 法 第 十 五 条 の 六 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 期 間 は 、 六 月 と す る 。

2 第 六 条 の 二 の 規 定 は 、 法 第 十 五 条 の 六 第 三 項 に お い て 読 み 替 え て 準 用 す る 法 第 十 五 条 第 三 項 又 は 第 五 項 の 規 定 に よ り 、 法 第 十 五 条 の 六 第 三 項 に 規 定 す る

申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 （ 以 下 こ の 章 に お い て 「 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 」 と い う 。 ） 又 は 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 に 係 る 金 額 を 分 割 し て 納 付

し 、 又 は 納 入 さ せ る 場 合 に つ い て 準 用 す る 。

3 法 第 十 五 条 の 六 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。

一 第 六 条 の 三 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 項

二 徴 収 金 を 一 時 に 納 付 し 、 又 は 納 入 す る こ と に よ り 事 業 の 継 続 又 は 生 活 の 維 持 が 困 難 と な る 事 情 の 詳 細

三 納 付 し 、 又 は 納 入 す べ き 徴 収 金 の 年 度 、 税 目 、 納 期 限 及 び 金 額

四 前 号 の 金 額 の う ち 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 金 額

五 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 期 間

六 分 割 納 付 の 各 納 付 期 限 及 び 各 納 付 期 限 ご と の 納 付 金 額 又 は 分 割 納 入 の 各 納 入 期 限 及 び 各 納 入 期 限 ご と の 納 入 金 額

七 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 金 額 が 百 万 円 を 超 え 、 か つ 、 当 該 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 期 間 が 三 月 を 超 え る 場 合 に は 、 提 供

し よ う と す る 法 第 十 六 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 担 保 の 種 類 、 数 量 、 価 額 及 び 所 在 （ そ の 担 保 が 保 証 人 の 保 証 で あ る と き は 、 保 証 人 の 氏 名 及 び 住 所 又 は 居 所 ）
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そ の 他 担 保 に 関 し 参 考 と な る べ き 事 項 （ 担 保 を 提 供 す る こ と が で き な い 特 別 の 事 情 が あ る と き は 、 そ の 事 情 ）

八 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 事 項

4 法 第 十 五 条 の 六 の 二 第 一 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 書 類 は 、 次 に 掲 げ る 書 類 と す る 。

一 第 六 条 の 三 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 書 類

二 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 日 前 一 年 間 の 収 入 及 び 支 出 の 実 績 並 び に 同 日 以 後 の 収 入 及 び 支 出 の 見 込 み を 明 ら か に す る 書 類

三 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 金 額 が 百 万 円 を 超 え 、 か つ 、 当 該 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け よ う と す る 期 間 が 三 月 を 超 え る 場 合 に は 、 施 行

令 第 六 条 の 十 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き 書 類 そ の 他 担 保 の 提 供 に 関 し 必 要 と な る 書 類

四 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類

5 法 第 十 五 条 の 六 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 事 項 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 と す る 。

一 第 六 条 の 三 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 項

二 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 徴 収 金 の 年 度 、 税 目 、 納 期 限 及 び 金 額

三 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け た 期 間 内 に 当 該 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を 受 け た 金 額 を 納 付 し 、 又 は 納 入 す る こ と が で き な い や む を 得 な い 理 由

四 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 期 間

五 第 三 項 第 六 号 に 掲 げ る 事 項

六 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 金 額 が 百 万 円 を 超 え 、 か つ 、 当 該 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る

期 間 が 三 月 を 超 え る 場 合 に は 、 提 供 し よ う と す る 法 第 十 六 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 担 保 の 種 類 、 数 量 、 価 額 及 び 所 在 （ そ の 担 保 が 保 証 人 の 保 証 で あ る と き

は 、 保 証 人 の 氏 名 及 び 住 所 又 は 居 所 ） そ の 他 担 保 に 関 し 参 考 と な る べ き 事 項 （ 担 保 を 提 供 す る こ と が で き な い 特 別 の 事 情 が あ る と き は 、 そ の 事 情 ）

七 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 事 項

6 法 第 十 五 条 の 六 の 二 第 二 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 書 類 は 、 次 に 掲 げ る 書 類 と す る 。

一 第 六 条 の 三 第 二 項 第 二 号 に 掲 げ る 書 類

二 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 日 前 一 年 間 の 収 入 及 び 支 出 の 実 績 並 び に 同 日 以 後 の 収 入 及 び 支 出 の 見 込 み を 明 ら か に す る 書

類
三 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る 金 額 が 百 万 円 を 超 え 、 か つ 、 当 該 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 を し た 期 間 の 延 長 を 受 け よ う と す る

期 間 が 三 月 を 超 え る 場 合 に は 、 施 行 令 第 六 条 の 十 の 規 定 に よ り 提 出 す べ き 書 類 そ の 他 担 保 の 提 供 に 関 し 必 要 と な る 書 類

四 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 書 類
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7 法 第 十 五 条 の 六 の 二 第 三 項 に お い て 準 用 す る 法 第 十 五 条 の 二 第 八 項 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 期 間 は 、 二 十 日 と す る 。

（ 担 保 を 徴 す る 必 要 が な い 場 合 ）

第 六 条 の 六 法 第 十 六 条 第 一 項 た だ し 書 に 規 定 す る 条 例 で 定 め る 場 合 は 、 徴 収 の 猶 予 、 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 若 し く は 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 に 係 る 金 額 が 百

万 円 以 下 で あ る 場 合 、 そ の 猶 予 の 期 間 が 三 月 以 内 で あ る 場 合 又 は 担 保 を 徴 す る こ と が で き な い 特 別 の 事 情 が あ る 場 合 と す る 。

第 二 十 条 の 十 四 第 一 項 の 表 の 第 一 号 イ 中 「 地 方 税 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 二 百 四 十 五 号 。 以 下 「 施 行 令 」 と い う 。 ） 」 を 「 施 行 令 」 に 改 め る 。

第 二 十 条 の 十 六 の 四 第 一 項 第 一 号 中 「 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 二 十 七 号 ） 第 二 条 第

十 五 項 に 規 定 す る 法 人 番 号 （ 以 下 「 法 人 番 号 」 と い う 。 ） 」 を 「 法 人 番 号 」 に 改 め る 。

第 二 十 条 の 二 十 四 第 一 項 第 一 号 中 「 行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 第 二 条 第 五 項 に 規 定 す る 個 人 番 号 （ 以 下 「 個

人 番 号 」 と い う 。 ） 」 を 「 個 人 番 号 」 に 改 め る 。

第 三 条 徳 島 県 税 条 例 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 条 の 十 七 第 一 項 及 び 第 二 項 並 び に 第 二 十 条 の 十 八 第 二 項 中 「 及 び 保 険 業 」 を 「 、 保 険 業 及 び 貿 易 保 険 業 」 に 改 め る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 八 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。

一 第 二 条 及 び 附 則 第 五 項 か ら 第 七 項 ま で の 規 定 平 成 二 十 八 年 四 月 一 日

二 第 三 条 及 び 附 則 第 八 項 の 規 定 平 成 二 十 九 年 四 月 一 日

（ 個 人 番 号 又 は 法 人 番 号 に 関 す る 経 過 措 置 ）

2 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 徳 島 県 税 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 十 条 の 十 六 の 四 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 以 後

に 行 わ れ る 届 出 に つ い て 適 用 す る 。

3 新 条 例 第 二 十 条 の 十 九 の 二 第 一 項 及 び 第 二 項 並 び に 第 二 十 条 の 三 十 一 第 二 項 の 規 定 は 、 施 行 日 以 後 に 行 わ れ る 申 請 に つ い て 適 用 す る 。

4 新 条 例 第 二 十 条 の 二 十 四 第 一 項 、 第 二 十 条 の 二 十 九 の 二 第 一 項 並 び に 第 二 十 条 の 三 十 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で 及 び 第 六 項 か ら 第 九 項 ま で の 規 定 は 、 施 行 日 以

後 に 行 わ れ る 申 告 に つ い て 適 用 す る 。

（ 徴 収 猶 予 、 職 権 に よ る 換 価 の 猶 予 及 び 申 請 に よ る 換 価 の 猶 予 に 関 す る 経 過 措 置 ）

5 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 徳 島 県 税 条 例 （ 以 下 「 二 十 八 年 改 正 条 例 」 と い う 。 ） 第 六 条 の 二 、 第 六 条 の 三 及 び 第 六 条 の 六 （ 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る

法 律 （ 平 成 二 十 七 年 法 律 第 二 号 ） 附 則 第 一 条 第 六 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 後 の 地 方 税 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 十 六 号 。 以 下 「 新 法 」 と い う 。 ） 第 十
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五 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ る 徴 収 の 猶 予 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 平 成 二 十 八 年 四 月 一 日 以 後 に 申 請 さ れ る 同 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の 規 定 に よ る

徴 収 の 猶 予 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 申 請 さ れ た 同 号 に 掲 げ る 規 定 に よ る 改 正 前 の 地 方 税 法 （ 次 項 に お い て 「 旧 法 」 と い う 。 ） 第 十 五 条 第 一 項 又 は 第 二 項 の

規 定 に よ る 徴 収 の 猶 予 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

6 二 十 八 年 改 正 条 例 第 六 条 の 四 及 び 第 六 条 の 六 （ 新 法 第 十 五 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ る 換 価 の 猶 予 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 平 成 二 十 八 年 四 月 一 日 以

後 に さ れ る 同 項 の 規 定 に よ る 換 価 の 猶 予 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に さ れ た 旧 法 第 十 五 条 の 五 第 一 項 の 規 定 に よ る 換 価 の 猶 予 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

7 二 十 八 年 改 正 条 例 第 六 条 の 五 及 び 第 六 条 の 六 （ 新 法 第 十 五 条 の 六 第 一 項 の 規 定 に よ る 換 価 の 猶 予 に 係 る 部 分 に 限 る 。 ） の 規 定 は 、 平 成 二 十 八 年 四 月 一 日 以

後 に 同 項 に 規 定 す る 納 期 限 が 到 来 す る 徴 収 金 に つ い て 適 用 す る 。

（ 法 人 の 事 業 税 に 関 す る 経 過 措 置 ）

8 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 徳 島 県 税 条 例 第 二 十 条 の 十 七 第 一 項 及 び 第 二 項 並 び に 第 二 十 条 の 十 八 第 二 項 の 規 定 は 、 平 成 二 十 九 年 四 月 一 日 以 後 に 開 始 す る

事 業 年 度 に 係 る 法 人 の 事 業 税 に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 開 始 し た 事 業 年 度 に 係 る 法 人 の 事 業 税 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

提 案 理 由

行 政 手 続 に お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律 が 制 定 さ れ た こ と に 伴 い 、 申 告 書 等 の 記 載 事 項 に 個 人 番 号 及 び 法 人 番 号 を 追 加 す る

等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 指 定 の 手 続 等 に 関 す る 条 例

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 個 人 の 県 民 税 に 関 す る 地 方 税 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 二 十 六 号 ） 第 三 十 七 条 の 二 第 一 項 第 四 号 の 規 定 に よ る 控 除 に 係 る 控 除 対 象 特 定

非 営 利 活 動 法 人 の 指 定 の 手 続 等 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 「 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 」 と は 、 地 方 税 法 第 三 十 七 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 を い う 。

2 こ の 条 例 に お い て 「 指 定 」 と は 、 特 定 非 営 利 活 動 法 人 （ 特 定 非 営 利 活 動 促 進 法 （ 平 成 十 年 法 律 第 七 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 特 定

非 営 利 活 動 法 人 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 と し て 条 例 で 定 め る こ と を い う 。

（ 指 定 の 申 出 ）

第 三 条 地 方 税 法 第 三 十 七 条 の 二 第 三 項 の 規 定 に よ る 申 出 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 出 書 を 知 事 に 提 出 し て し な け れ ば な ら

な い 。

一 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 名 称 、 代 表 者 の 氏 名 及 び 主 た る 事 務 所 の 所 在 地

二 設 立 の 年 月 日

三 事 業 の 概 要

四 そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 事 項

2 前 項 の 申 出 書 に は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 次 に 掲 げ る 書 類 を 添 付 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 第 四 号 か ら 第 八 号 ま で に 掲 げ る 書 類 に つ い て は 、 法

第 八 号

徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 指 定 の 手 続 等 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て

徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 指 定 の 手 続 等 に 関 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 八 号 徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 指 定 の 手 続 等 に 関 す る 条 例 の 制 定 に つ い て
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の 規 定 に よ り こ れ ら の 書 類 を 知 事 に 提 出 し て い る 場 合 で 、 そ の 内 容 に 変 更 が な い と き は 、 そ の 添 付 を 省 略 す る こ と が で き る 。

一 実 績 判 定 期 間 内 の 日 を 含 む 各 事 業 年 度 （ そ の 期 間 が 一 年 を 超 え る 場 合 は 、 当 該 期 間 を そ の 初 日 以 後 一 年 ご と に 区 分 し た 期 間 （ 最 後 に 一 年 未 満 の 期 間 を 生

じ た と き は 、 そ の 一 年 未 満 の 期 間 ） 。 以 下 同 じ 。 ） の 寄 附 者 名 簿 （ 各 事 業 年 度 に 当 該 申 出 に 係 る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 受 け 入 れ た 寄 附 金 の 支 払 者 ご と に 当 該

支 払 者 の 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 ） 及 び 住 所 並 び に そ の 寄 附 金 の 額 及 び 受 け 入 れ た 年 月 日 を 記 載 し た 書 類 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

二 次 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る 旨 を 説 明 す る 書 類 （ 前 号 に 掲 げ る 書 類 を 除 く 。 ） 及 び 第 六 条 各 号 の い ず れ に も 該 当 し な い 旨 を 説 明 す る 書 類

三 寄 附 金 を 充 当 す る 予 定 の 具 体 的 な 事 業 の 内 容 を 記 載 し た 書 類

四 実 績 判 定 期 間 内 の 日 を 含 む 各 事 業 年 度 の 事 業 報 告 書 、 計 算 書 類 （ 法 第 二 十 七 条 第 三 号 に 規 定 す る 計 算 書 類 を い う 。 ） 及 び 財 産 目 録

五 実 績 判 定 期 間 に お い て 役 員 で あ っ た こ と が あ る 者 全 員 の 氏 名 及 び 住 所 又 は 居 所 並 び に こ れ ら の 者 に つ い て の 実 績 判 定 期 間 内 の 日 を 含 む 各 事 業 年 度 に お け

る 報 酬 の 有 無 を 記 載 し た 名 簿

六 実 績 判 定 期 間 内 の 日 を 含 む 各 事 業 年 度 の 末 日 に お け る 社 員 の う ち 十 人 以 上 の 者 の 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 及 び 代 表 者 の 氏 名 ） 及 び 住 所 又 は 居 所

を 記 載 し た 書 面

七 役 員 名 簿 （ 法 第 十 条 第 一 項 第 二 号 イ に 規 定 す る 役 員 名 簿 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

八 定 款 等 （ 法 第 二 十 八 条 第 二 項 に 規 定 す る 定 款 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ）

3 前 項 の 「 実 績 判 定 期 間 」 と は 、 指 定 を 受 け よ う と す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 直 前 に 終 了 し た 事 業 年 度 の 末 日 以 前 五 年 （ 指 定 を 受 け た こ と の な い 特 定 非 営 利

活 動 法 人 又 は 第 二 十 一 条 第 一 項 第 一 号 に 該 当 し 、 指 定 を 取 り 消 さ れ た 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 指 定 を 受 け よ う と す る 場 合 に あ っ て は 、 二 年 ） 内 に 終 了 し た 各 事

業 年 度 の う ち 最 も 早 い 事 業 年 度 の 初 日 か ら 当 該 末 日 ま で の 期 間 を い う 。

（ 指 定 の た め に 必 要 な 手 続 を 行 う 基 準 等 ）

第 四 条 知 事 は 、 前 条 第 一 項 の 申 出 書 を 提 出 し た 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る と 認 め る と き は 、 当 該 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に つ い て 、 指 定 の

た め に 必 要 な 手 続 を 行 う も の と す る 。

一 県 内 に 主 た る 事 務 所 を 有 し て い る こ と 。

二 広 く 県 民 か ら の 支 援 を 受 け て い る か ど う か を 判 断 す る た め の 基 準 と し て 次 に 掲 げ る 基 準 の い ず れ か に 適 合 す る こ と 。

イ 実 績 判 定 期 間 （ 前 条 第 三 項 に 規 定 す る 実 績 判 定 期 間 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に お け る 経 常 収 入 金 額 （ ()1 に 掲 げ る 金 額 を い う 。 ） の う ち に 寄 附 金 等 収 入 金 額

（ ()2 に 掲 げ る 金 額 （ 規 則 で 定 め る 要 件 を 満 た す 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に あ っ て は 、 ()2 及 び ()3 に 掲 げ る 金 額 の 合 計 額 ） を い う 。 ） の 占 め る 割 合 が 十 分 の 一 以

上 で あ る こ と 。

()1 総 収 入 金 額 か ら 国 等 （ 国 、 地 方 公 共 団 体 、 法 人 税 法 （ 昭 和 四 十 年 法 律 第 三 十 四 号 ） 別 表 第 一 に 掲 げ る 独 立 行 政 法 人 、 地 方 独 立 行 政 法 人 、 国 立 大 学 法
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人 、 大 学 共 同 利 用 機 関 法 人 及 び 我 が 国 が 加 盟 し て い る 国 際 機 関 を い う 。 以 下 こ の ()1 に お い て 同 じ 。 ） か ら の 補 助 金 そ の 他 国 等 が 反 対 給 付 を 受 け な い で

交 付 す る も の （ 次 項 に お い て 「 国 の 補 助 金 等 」 と い う 。 ） 、 臨 時 的 な 収 入 そ の 他 の 規 則 で 定 め る も の の 額 を 控 除 し た 金 額

()2 受 け 入 れ た 寄 附 金 の 額 の 総 額 （ 第 六 号 ニ に お い て 「 受 入 寄 附 金 総 額 」 と い う 。 ） か ら 一 者 当 た り 基 準 限 度 超 過 額 （ 同 一 の 者 か ら の 寄 附 金 の 額 の う ち

規 則 で 定 め る 金 額 を 超 え る 部 分 の 金 額 を い う 。 ） そ の 他 の 規 則 で 定 め る 寄 附 金 の 額 の 合 計 額 を 控 除 し た 金 額

()3 社 員 か ら 受 け 入 れ た 会 費 の 額 の 合 計 額 か ら 当 該 合 計 額 に 第 四 号 に 規 定 す る 規 則 で 定 め る 割 合 を 乗 じ て 計 算 し た 金 額 を 控 除 し た 金 額 の う ち ()2 に 掲 げ る

金 額 に 達 す る ま で の 金 額

ロ 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る こ と 。

()1 実 績 判 定 期 間 内 の 日 を 含 む 各 事 業 年 度 に お け る 寄 附 者 （ 当 該 事 業 年 度 に お け る 同 一 の 者 か ら の 寄 附 金 （ 寄 附 者 の 氏 名 （ 法 人 に あ っ て は 、 そ の 名 称 ）

及 び そ の 住 所 が 明 ら か な も の に 限 る 。 以 下 こ の ロ に お い て 同 じ 。 ） の 額 の 総 額 （ 当 該 同 一 の 者 が 個 人 で あ る 場 合 に は 、 当 該 事 業 年 度 に お け る そ の 者 と

生 計 を 一 に す る 者 か ら の 寄 附 金 の 額 を 加 算 し た 金 額 ） が 三 千 円 以 上 で あ る 場 合 の 当 該 同 一 の 者 を い い 、 当 該 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 役 員 で あ る 者 及 び 当

該 役 員 と 生 計 を 一 に す る 者 を 除 く 。 以 下 こ の ()1 に お い て 同 じ 。 ） の 数 （ 当 該 事 業 年 度 に お い て 個 人 で あ る 寄 附 者 と 生 計 を 一 に す る 他 の 寄 附 者 が い る 場

合 に は 、 当 該 寄 附 者 と 当 該 他 の 寄 附 者 を 一 人 と み な し た 数 ） の 合 計 数 に 十 二 を 乗 じ て こ れ を 当 該 実 績 判 定 期 間 の 月 数 で 除 し て 得 た 数 が 三 十 以 上 で あ る

こ と 。

()2 実 績 判 定 期 間 内 の 日 を 含 む 各 事 業 年 度 に お け る 寄 附 者 （ 当 該 事 業 年 度 に お け る 同 一 の 者 か ら の 寄 附 金 の 額 の 総 額 （ 当 該 同 一 の 者 が 個 人 で あ る 場 合 に

は 、 当 該 事 業 年 度 に お け る そ の 者 と 生 計 を 一 に す る 者 か ら の 寄 附 金 の 額 を 加 算 し た 金 額 ） が 千 円 以 上 で あ る 場 合 の 当 該 同 一 の 者 を い い 、 当 該 特 定 非 営

利 活 動 法 人 の 役 員 で あ る 者 及 び 当 該 役 員 と 生 計 を 一 に す る 者 を 除 く 。 ） か ら の 寄 附 金 の 額 の 総 額 に 十 二 を 乗 じ て こ れ を 当 該 実 績 判 定 期 間 の 月 数 で 除 し

て 得 た 金 額 が 十 五 万 円 以 上 で あ る こ と 。

三 特 定 非 営 利 活 動 （ 法 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 特 定 非 営 利 活 動 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に 関 し 、 次 に 掲 げ る 基 準 の い ず れ か に 該 当 す る こ と 。

イ 実 績 判 定 期 間 内 の 日 を 含 む 各 事 業 年 度 に お い て 、 特 定 非 営 利 活 動 に 報 酬 そ の 他 の 対 価 を 受 け な い で 参 加 し た 個 人 （ 氏 名 及 び 住 所 が 明 ら か な も の に 限 り 、

当 該 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 社 員 そ の 他 の 構 成 員 で あ る も の を 除 く 。 ） の 延 べ 人 数 の 合 計 数 に 十 二 を 乗 じ て こ れ を 当 該 実 績 判 定 期 間 の 月 数 で 除 し て 得 た 数

が 百 以 上 で あ る こ と 。

ロ 実 績 判 定 期 間 内 の 日 を 含 む 各 事 業 年 度 に お い て 、 当 該 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 広 く 県 民 等 を 対 象 と し て 開 催 し た 特 定 非 営 利 活 動 に 係 る 催 し の 回 数 の 合 計

数 に 十 二 を 乗 じ て こ れ を 当 該 実 績 判 定 期 間 の 月 数 で 除 し て 得 た 数 が 三 以 上 で あ る こ と 。

ハ 実 績 判 定 期 間 内 の 日 を 含 む 各 事 業 年 度 に お い て 、 国 、 地 方 公 共 団 体 、 民 間 企 業 、 試 験 研 究 機 関 そ の 他 の 団 体 と 協 働 し て 行 っ た 特 定 非 営 利 活 動 の 回 数 の

合 計 数 に 十 二 を 乗 じ て こ れ を 当 該 実 績 判 定 期 間 の 月 数 で 除 し て 得 た 数 が 一 以 上 で あ る こ と 。
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四 実 績 判 定 期 間 に お け る 事 業 活 動 の う ち 次 に 掲 げ る 活 動 の 占 め る 割 合 と し て 規 則 で 定 め る 割 合 が 百 分 の 五 十 未 満 で あ る こ と 。

イ 会 員 又 は こ れ に 類 す る も の と し て 規 則 で 定 め る 者 （ 当 該 申 出 に 係 る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 運 営 又 は 業 務 の 執 行 に 関 係 し な い 者 で 規 則 で 定 め る も の を 除

く 。 以 下 こ の 号 に お い て 「 会 員 等 」 と い う 。 ） に 対 す る 資 産 の 譲 渡 若 し く は 貸 付 け 又 は 役 務 の 提 供 （ 以 下 「 資 産 の 譲 渡 等 」 と い う 。 ） 、 会 員 等 相 互 の 交 流 、

連 絡 又 は 意 見 交 換 そ の 他 そ の 対 象 が 会 員 等 で あ る 活 動 （ 資 産 の 譲 渡 等 の う ち 対 価 を 得 な い で 行 わ れ る も の そ の 他 規 則 で 定 め る も の を 除 く 。 ）

ロ そ の 便 益 の 及 ぶ 者 が 次 に 掲 げ る 者 そ の 他 特 定 の 範 囲 の 者 で あ る 活 動 （ 会 員 等 を 対 象 と す る 活 動 で 規 則 で 定 め る も の 及 び 会 員 等 に 対 す る 資 産 の 譲 渡 等 を

除 く 。 ）

()1 会 員 等

()2 特 定 の 団 体 の 構 成 員

()3 特 定 の 職 域 に 属 す る 者

ハ 特 定 の 著 作 物 又 は 特 定 の 者 に 関 す る 普 及 啓 発 、 広 告 宣 伝 、 調 査 研 究 、 情 報 提 供 そ の 他 の 活 動

ニ 特 定 の 者 に 対 し 、 そ の 者 の 意 に 反 し た 作 為 又 は 不 作 為 を 求 め る 活 動

五 そ の 運 営 組 織 及 び 経 理 に 関 し 、 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 し て い る こ と 。

イ 各 役 員 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 者 の 数 の 役 員 の 総 数 の う ち に 占 め る 割 合 が 、 そ れ ぞ れ 三 分 の 一 以 下 で あ る こ と 。

()1 当 該 役 員 並 び に 当 該 役 員 の 配 偶 者 及 び 三 親 等 以 内 の 親 族 並 び に 当 該 役 員 と 規 則 で 定 め る 特 殊 の 関 係 の あ る 者

()2 特 定 の 法 人 （ 当 該 法 人 と の 間 に 発 行 済 株 式 又 は 出 資 （ そ の 有 す る 自 己 の 株 式 又 は 出 資 を 除 く 。 ） の 総 数 又 は 総 額 の 百 分 の 五 十 以 上 の 株 式 又 は 出 資 の

数 又 は 金 額 を 直 接 又 は 間 接 に 保 有 す る 関 係 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 関 係 の あ る 法 人 を 含 む 。 ） の 役 員 又 は 使 用 人 で あ る 者 並 び に こ れ ら の 者 の 配 偶 者 及 び

三 親 等 以 内 の 親 族 並 び に こ れ ら の 者 と 規 則 で 定 め る 特 殊 の 関 係 の あ る 者

ロ 各 社 員 の 表 決 権 が 平 等 で あ る こ と 。

ハ そ の 会 計 に つ い て 公 認 会 計 士 若 し く は 監 査 法 人 の 監 査 を 受 け て い る こ と 又 は 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 帳 簿 及 び 書 類 を 備 え 付 け て こ れ ら に そ の 取 引 を

記 録 し 、 か つ 、 当 該 帳 簿 及 び 書 類 を 保 存 し て い る こ と 。

ニ そ の 支 出 し た 金 銭 に 使 途 が 明 ら か で な い も の が あ る こ と そ の 他 の 不 適 正 な 経 理 と し て 規 則 で 定 め る 経 理 が 行 わ れ て い な い こ と 。

六 事 業 活 動 に 関 し 、 次 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 し て い る こ と 。

イ 次 に 掲 げ る 活 動 を 行 っ て い な い こ と 。

()1 宗 教 の 教 義 を 広 め 、 儀 式 行 事 を 行 い 、 及 び 信 者 を 教 化 育 成 す る こ と 。

()2 政 治 上 の 主 義 を 推 進 し 、 支 持 し 、 又 は こ れ に 反 対 す る こ と 。
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()3 特 定 の 公 職 （ 公 職 選 挙 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 百 号 ） 第 三 条 に 規 定 す る 公 職 を い う 。 以 下 こ の ()3 に お い て 同 じ 。 ） の 候 補 者 （ 当 該 候 補 者 に な ろ う と

す る 者 を 含 む 。 ） 若 し く は 公 職 に あ る 者 又 は 政 党 を 推 薦 し 、 支 持 し 、 又 は こ れ ら に 反 対 す る こ と 。

ロ そ の 役 員 、 社 員 、 職 員 若 し く は 寄 附 者 若 し く は こ れ ら の 者 の 配 偶 者 若 し く は 三 親 等 以 内 の 親 族 又 は こ れ ら の 者 と 規 則 で 定 め る 特 殊 の 関 係 の あ る 者 に 対

し 特 別 の 利 益 を 与 え て い な い こ と そ の 他 の 特 定 の 者 と 特 別 の 関 係 が な い も の と し て 規 則 で 定 め る 基 準 に 適 合 し て い る こ と 。

ハ 実 績 判 定 期 間 に お け る 事 業 費 の 総 額 の う ち に 特 定 非 営 利 活 動 に 係 る 事 業 費 の 額 の 占 め る 割 合 又 は こ れ に 準 ず る も の と し て 規 則 で 定 め る 割 合 が 百 分 の 八

十 以 上 で あ る こ と 。

ニ 実 績 判 定 期 間 に お け る 受 入 寄 附 金 総 額 の 百 分 の 七 十 以 上 を 特 定 非 営 利 活 動 に 係 る 事 業 費 に 充 て て い る こ と 。

七 次 に 掲 げ る 書 類 に つ い て 閲 覧 の 請 求 が あ っ た 場 合 に は 、 正 当 な 理 由 が あ る 場 合 を 除 い て 、 こ れ を そ の 事 務 所 に お い て 閲 覧 さ せ る こ と 。

イ 事 業 報 告 書 等 （ 法 第 二 十 八 条 第 一 項 の 事 業 報 告 書 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 役 員 名 簿 及 び 定 款 等

ロ 前 条 第 二 項 第 二 号 及 び 第 三 号 に 掲 げ る 書 類 並 び に 第 十 二 条 第 二 項 第 二 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 書 類 、 同 条 第 三 項 の 書 類 及 び 同 条 第 四 項 の 書 類

八 法 第 二 十 九 条 の 規 定 に よ り 事 業 報 告 書 等 を 提 出 し て い る こ と 。

九 法 令 若 し く は 条 例 （ 以 下 「 法 令 等 」 と い う 。 ） 又 は 法 令 等 に 基 づ い て す る 行 政 庁 の 処 分 に 違 反 す る 事 実 、 偽 り そ の 他 不 正 の 行 為 に よ り 利 益 を 得 、 又 は 得

よ う と し た 事 実 そ の 他 公 益 に 反 す る 事 実 が な い こ と 。

十 前 条 第 一 項 の 申 出 書 を 提 出 し た 日 を 含 む 事 業 年 度 の 初 日 に お い て 、 そ の 設 立 の 日 以 後 一 年 を 超 え る 期 間 が 経 過 し て い る こ と 。

十 一 実 績 判 定 期 間 に お い て 、 第 一 号 、 第 五 号 、 第 六 号 イ 及 び ロ 並 び に 第 七 号 か ら 第 九 号 ま で に 掲 げ る 基 準 （ 当 該 実 績 判 定 期 間 中 に 、 指 定 を 受 け て い な い 期

間 が 含 ま れ る 場 合 に は 、 当 該 期 間 に つ い て は 第 七 号 ロ に 掲 げ る 基 準 を 除 く 。 ） に 適 合 し て い る こ と 。

2 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 前 条 第 一 項 の 指 定 の 申 出 を し た 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 実 績 判 定 期 間 に 国 の 補 助 金 等 が あ る 場 合 に お け る 前 項 第 二 号 イ に 規 定 す る

割 合 の 計 算 に つ い て は 、 規 則 で 定 め る 方 法 に よ る こ と が で き る 。

3 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ り 指 定 の た め に 必 要 な 手 続 を 行 う に 当 た っ て 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 あ ら か じ め 、 徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 審

査 会 の 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。

（ 合 併 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 関 す る 適 用 ）

第 五 条 前 二 条 に 定 め る も の の ほ か 、 第 三 条 第 一 項 の 申 出 書 を 提 出 し た 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 合 併 後 存 続 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 又 は 合 併 に よ っ て 設 立 し た 特

定 非 営 利 活 動 法 人 で あ っ て 、 当 該 提 出 し た 日 の 属 す る 事 業 年 度 の 初 日 に お い て そ の 合 併 又 は 設 立 の 日 以 後 一 年 を 超 え る 期 間 が 経 過 し て い な い も の で あ る 場 合

に お け る 前 二 条 の 規 定 の 適 用 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 欠 格 事 由 ）
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第 六 条 第 四 条 の 規 定 に か か わ ら ず 、 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に つ い て は 、 指 定 の た め に 必 要 な 手 続 を 行 わ な い も の と す る 。

一 役 員 の う ち に 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 者 が あ る も の

イ 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 第 二 十 一 条 第 一 項 第 二 号 、 第 三 号 若 し く は 第 六 号 又 は 第 二 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る こ と に よ り 指 定 を 取 り 消 さ れ た

場 合 に お い て 、 そ の 取 消 し の 原 因 と な っ た 事 実 が あ っ た 日 以 前 一 年 内 に 当 該 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 業 務 を 行 う 理 事 で あ っ た 者 で そ の 取 消 し の 効

力 を 生 じ た 日 か ら 五 年 を 経 過 し な い も の

ロ 徳 島 県 暴 力 団 排 除 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 四 十 号 ） の 規 定 に 違 反 し た こ と に よ り 、 罰 金 の 刑 に 処 せ ら れ 、 そ の 執 行 を 終 わ り 、 又 は 執 行 を 受 け

る こ と が な く な っ た 日 か ら 五 年 を 経 過 し な い 者

ハ 法 第 四 十 七 条 第 一 号 イ か ら ニ ま で に 掲 げ る 者

二 第 二 十 一 条 第 一 項 第 二 号 、 第 三 号 若 し く は 第 六 号 又 は 第 二 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る こ と に よ り 指 定 を 取 り 消 さ れ た 場 合 に お い て 、 そ の 取 消 し の 効 力

を 生 じ た 日 か ら 五 年 を 経 過 し な い も の

三 そ の 定 款 又 は 事 業 計 画 書 の 内 容 が 条 例 又 は 条 例 に 基 づ い て す る 行 政 庁 の 処 分 に 違 反 し て い る も の

四 法 第 四 十 七 条 第 二 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る も の

（ 指 定 の 通 知 等 ）

第 七 条 知 事 は 、 指 定 が あ っ た と き は そ の 旨 を 、 指 定 の た め に 必 要 な 手 続 を 行 わ な い こ と と し た と き 又 は 指 定 が な か っ た と き は そ の 旨 及 び そ の 理 由 を 、 第 三 条

第 一 項 の 申 出 書 を 提 出 し た 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 対 し 、 速 や か に 、 書 面 に よ り 通 知 す る も の と す る 。

（ 名 称 等 の 使 用 制 限 ）

第 八 条 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 で な い 者 は 、 そ の 名 称 又 は 商 号 中 に 、 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 で あ る と 誤 認 さ れ る お そ れ の あ る 文 字 を 用 い て は な ら

な い 。

2 何 人 も 、 不 正 の 目 的 を も っ て 、 他 の 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 で あ る と 誤 認 さ れ る お そ れ の あ る 名 称 又 は 商 号 を 使 用 し て は な ら な い 。

（ 指 定 の 有 効 期 間 及 び そ の 更 新 ）

第 九 条 指 定 の 有 効 期 間 は 、 当 該 指 定 の 効 力 を 生 じ た 日 か ら 起 算 し て 五 年 と す る 。

2 指 定 の 有 効 期 間 の 満 了 後 引 き 続 き 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 と し て 特 定 非 営 利 活 動 を 行 お う と す る 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 次 に 掲 げ る 基 準 に 適

合 し て い る こ と に つ い て 、 知 事 の 確 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

一 第 四 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 基 準 （ 同 項 第 五 号 ロ 、 第 八 号 、 第 十 号 及 び 第 十 一 号 に 掲 げ る も の を 除 く 。 ） に 適 合 し て い る こ と 。

二 第 六 条 各 号 （ 第 二 号 を 除 く 。 ） の い ず れ に も 該 当 し て い な い こ と 。
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3 前 項 の 確 認 を 受 け よ う と す る 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 規 則 で 定 め る 期 間 （ 以 下 こ の 項 及 び 第 二 十 一 条 第 一 項 に お い て 「 申 出 期 間 」 と い う 。 ） 内 に 、

知 事 に 対 し 、 申 出 を し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 災 害 そ の 他 や む を 得 な い 事 由 に よ り 申 出 期 間 内 に そ の 申 出 を す る こ と が で き な い と き は 、 こ の 限 り で な い 。

4 知 事 は 、 前 項 の 申 出 を 受 け た 場 合 に お い て は 、 当 該 申 出 を し た 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る か ど う か を 審 査 し 、 同 項

各 号 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る こ と を 確 認 し た と き は 、 指 定 の 有 効 期 間 の 更 新 を す る も の と す る 。

5 知 事 は 、 前 項 に 規 定 す る 場 合 に お い て 、 第 三 項 の 申 出 を し た 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 し な い と 認 め た と き は 、 指 定 の

取 消 し の た め に 必 要 な 手 続 を 行 う も の と す る 。

6 知 事 は 、 第 四 項 の 有 効 期 間 の 更 新 を し た と き は そ の 旨 を 、 同 項 の 有 効 期 間 の 更 新 を し な い と き は 指 定 の 取 消 し の た め に 必 要 な 手 続 を 行 う 旨 及 び そ の 理 由 を 、

第 三 項 の 申 出 を し た 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 対 し 、 速 や か に 、 書 面 に よ り 通 知 す る も の と す る 。

7 第 四 項 の 有 効 期 間 の 更 新 を し た と き は 、 当 該 更 新 さ れ た 有 効 期 間 は 、 従 前 の 指 定 の 有 効 期 間 の 満 了 の 日 の 翌 日 か ら 起 算 し て 五 年 と す る 。

8 知 事 は 、 第 四 項 に 規 定 す る 場 合 に お い て 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 審 査 会 の 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。

9 第 三 条 、 第 四 条 第 二 項 及 び 第 五 条 の 規 定 は 、 第 三 項 の 規 定 に よ る 申 出 に つ い て 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 必 要 な 技 術 的 読 替 え そ の 他 こ れ ら の 規 定 の 適

用 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 役 員 の 変 更 等 の 届 出 及 び 事 業 報 告 書 等 の 閲 覧 ）

第 十 条 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 代 表 者 の 氏 名 に 変 更 が あ っ た と き 、 そ の 役 員 の 氏 名 若 し く は 住 所 若 し く は 居 所 に 変 更 が あ っ た と き 、 又 は 定 款 の 変 更

（ 名 称 又 は 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 の 変 更 に 係 る も の を 除 く 。 ） を し た と き は 、 遅 滞 な く 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な

い 。

2 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 内 容 が 、 そ の 役 員 の 氏 名 又 は 住 所 若 し く は 居 所 の 変 更 に 係 る も の に あ っ て は 法 第 二 十 三 条 第 一 項 の 規 定

に よ る 知 事 へ の 届 出 を も っ て 、 定 款 の 変 更 に 係 る も の に あ っ て は 法 第 二 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 知 事 へ の 認 証 の 申 請 又 は 同 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 知 事 へ の

届 出 を も っ て 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 代 え る こ と が で き る 。

3 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 事 業 報 告 書 等 、 役 員 名 簿 又 は 定 款 等 の 閲 覧 の 請 求 が あ っ た 場 合 に は 、 正 当 な 理 由 が あ る 場 合 を 除 い て 、 こ れ を 県 内 の 事 務

所 に お い て 閲 覧 さ せ な け れ ば な ら な い 。

（ 名 称 等 の 変 更 の 届 出 等 ）

第 十 一 条 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 名 称 又 は 主 た る 事 務 所 の 所 在 地 に 変 更 が あ っ た と き は 、 遅 滞 な く 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 知 事 に 届

け 出 な け れ ば な ら な い 。

2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 （ 次 項 の 規 定 に よ り 当 該 届 出 に 代 え る 申 請 又 は 届 出 を 含 む 。 第 十 四 条 に お い て 同 じ 。 ） が あ っ た 場 合 は 、 指 定 の 変 更 の た め
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に 必 要 な 手 続 を 行 う も の と す る 。

3 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 規 定 に よ る 届 出 の 内 容 が 、 名 称 の 変 更 に 係 る も の に あ っ て は 法 第 二 十 五 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 知 事 へ の 認 証 の 申 請 を も

っ て 、 県 内 の 事 務 所 の 所 在 地 の 変 更 に 係 る も の に あ っ て は 同 条 第 六 項 の 規 定 に よ る 知 事 へ の 届 出 を も っ て 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 届 出 に 代 え る こ と が で き る 。

（ 申 出 書 の 添 付 書 類 及 び 役 員 報 酬 規 程 等 の 備 置 き 及 び 閲 覧 ）

第 十 二 条 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 指 定 を 受 け た と き は 、 第 三 条 第 二 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で に 掲 げ る 書 類 を 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 指 定 の 効

力 を 生 じ た 日 か ら 起 算 し て 五 年 間 、 県 内 の 事 務 所 に 備 え 置 か な け れ ば な ら な い 。

2 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 毎 事 業 年 度 初 め の 三 月 以 内 に 、 次 に 掲 げ る 書 類 を 作 成 し 、 第 一 号 に 掲 げ る 書 類 に あ っ て は そ の 作 成 の 日 か ら 起 算 し て 五 年

間 、 第 二 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 書 類 に あ っ て は 翌 々 事 業 年 度 の 末 日 ま で の 間 、 県 内 の 事 務 所 に 備 え 置 か な け れ ば な ら な い 。

一 前 事 業 年 度 の 寄 附 者 名 簿

二 前 事 業 年 度 の 役 員 報 酬 又 は 職 員 給 与 の 支 給 に 関 す る 規 程

三 前 事 業 年 度 の 収 益 の 明 細 そ の 他 の 資 金 に 関 す る 事 項 、 資 産 の 譲 渡 等 に 関 す る 事 項 、 寄 附 金 に 関 す る 事 項 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 事 項 を 記 載 し た 書 類

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 規 則 で 定 め る 書 類

3 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 助 成 金 の 支 給 を 行 っ た と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 遅 滞 な く 、 そ の 助 成 の 実 績 を 記 載 し た 書 類 を 作 成 し 、 そ の 作

成 の 日 か ら 起 算 し て 三 年 が 経 過 し た 日 を 含 む 事 業 年 度 の 末 日 ま で の 間 、 県 内 の 事 務 所 に 備 え 置 か な け れ ば な ら な い 。

4 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 海 外 へ の 送 金 又 は 金 銭 の 持 出 し （ そ の 金 額 が 二 百 万 円 以 下 の も の を 除 く 。 次 条 第 二 項 に お い て 同 じ 。 ） を 行 う と き は 、 規

則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 事 前 に 、 そ の 金 額 及 び 使 途 並 び に そ の 予 定 日 （ 災 害 に 対 す る 援 助 そ の 他 緊 急 を 要 す る 場 合 で 事 前 の 作 成 が 困 難 な と き は 、 事 後 遅 滞

な く 、 そ の 金 額 及 び 使 途 並 び に そ の 実 施 日 ） を 記 載 し た 書 類 を 作 成 し 、 そ の 作 成 の 日 か ら 起 算 し て 三 年 が 経 過 し た 日 を 含 む 事 業 年 度 の 末 日 ま で の 間 、 県 内 の

事 務 所 に 備 え 置 か な け れ ば な ら な い 。

5 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 第 三 条 第 二 項 第 二 号 若 し く は 第 三 号 に 掲 げ る 書 類 又 は 第 二 項 第 二 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 書 類 、 第 三 項 の 書 類 若 し く は

前 項 の 書 類 の 閲 覧 の 請 求 が あ っ た 場 合 に は 、 正 当 な 理 由 が あ る 場 合 を 除 い て 、 こ れ を 県 内 の 事 務 所 に お い て 閲 覧 さ せ な け れ ば な ら な い 。

（ 役 員 報 酬 規 程 等 の 提 出 ）

第 十 三 条 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 毎 事 業 年 度 初 め の 三 月 以 内 に 、 前 条 第 二 項 第 二 号 か ら 第 四 号 ま で に 掲 げ る 書 類 （ 以 下 こ の 項 及 び 次 条 に お い て 「 役

員 報 酬 規 程 等 」 と い う 。 ） 及 び 事 業 報 告 書 等 （ 法 第 二 十 九 条 の 規 定 に よ り 事 業 報 告 書 等 を 知 事 に 対 し て 提 出 し て い る 場 合 に あ っ て は 、 役 員 報 酬 規 程 等 ） を 知

事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

2 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 助 成 金 の 支 給 を 行 っ た と き は 事 後 遅 滞 な く 、 海 外 へ の 送 金 又 は 金 銭 の 持 出 し を 行 う と き は 事 前 に （ 災 害 に 対 す る 援 助 そ の
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他 緊 急 を 要 す る 場 合 で 事 前 の 提 出 が 困 難 で あ る と き は 、 事 後 遅 滞 な く ） 、 前 条 第 三 項 又 は 第 四 項 の 書 類 を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

（ 役 員 報 酬 規 程 等 の 公 開 ）

第 十 四 条 知 事 は 、 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 か ら 提 出 を 受 け た 第 三 条 第 一 項 （ 第 九 条 第 九 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 申 出 書 、 第 三 条 第 二 項 第 二

号 か ら 第 六 号 ま で （ こ れ ら の 規 定 を 第 九 条 第 九 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に 掲 げ る 書 類 、 役 員 名 簿 若 し く は 定 款 等 又 は 第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る

届 出 に 係 る 書 類 、 事 業 報 告 書 等 、 役 員 報 酬 規 程 等 、 第 十 二 条 第 三 項 の 書 類 若 し く は 同 条 第 四 項 の 書 類 （ 過 去 三 年 間 に 提 出 を 受 け た も の に 限 る 。 ） に つ い て 閲

覧 又 は 謄 写 の 請 求 が あ っ た と き は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 こ れ を 閲 覧 さ せ 、 又 は 謄 写 さ せ な け れ ば な ら な い 。

（ 特 定 非 営 利 活 動 に 関 す る 情 報 の 公 開 ）

第 十 五 条 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 第 四 条 第 一 項 第 三 号 に 該 当 す る 事 業 活 動 に 関 す る 情 報 を 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 方 法 に よ り 積 極 的 に 公 開

し な け れ ば な ら な い 。

（ 解 散 の 届 出 ）

第 十 六 条 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 解 散 し た と き は 、 そ の 清 算 人 は 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 遅 滞 な く 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

た だ し 、 法 第 三 十 一 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 知 事 の 認 定 を 受 け て い る 場 合 若 し く は 同 条 第 四 項 の 規 定 に よ る 知 事 へ の 届 出 を し た 場 合 又 は 当 該 控 除 対 象 特 定 非 営

利 活 動 法 人 が 次 条 第 一 項 に 規 定 す る 合 併 に よ り 解 散 し た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 合 併 ）

第 十 七 条 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 は 、 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 で な い 特 定 非 営 利 活 動 法 人 と 合 併 し よ う と す る と き は 、 法 第 三 十 四 条 第 三 項 の 認 証 の

申 請 を す る と と も に 、 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 そ の 旨 を 知 事 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。

2 知 事 は 、 前 項 の 届 出 が あ っ た と き は 、 合 併 後 存 続 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 又 は 合 併 に よ っ て 設 立 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 次 項 に お い て 準 用 す る 第 四 条 第

一 項 各 号 （ 第 十 号 を 除 く 。 ） に 掲 げ る 基 準 に 適 合 す る か ど う か を 確 認 し な け れ ば な ら な い 。

3 第 三 条 第 二 項 及 び 第 三 項 、 第 四 条 （ 第 一 項 第 十 号 を 除 く 。 ） 、 第 六 条 、 第 七 条 、 第 十 一 条 第 二 項 並 び に 第 十 二 条 第 一 項 の 規 定 は 、 第 一 項 の 届 出 に つ い て 準 用

す る 。 こ の 場 合 に お い て 、 必 要 な 技 術 的 読 替 え そ の 他 こ れ ら の 規 定 の 適 用 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 報 告 及 び 検 査 ）

第 十 八 条 知 事 は 、 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 法 令 等 、 法 令 等 に 基 づ い て す る 行 政 庁 の 処 分 若 し く は 定 款 に 違 反 し 、 又 は そ の 運 営 が 著 し く 適 正 を 欠 い て い

る 疑 い が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 条 例 の 施 行 に 必 要 な 限 度 に お い て 、 当 該 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 対 し 、 そ の 業 務 若 し く は 財 産 の 状 況 に 関 し 報 告 を

さ せ 、 又 は そ の 職 員 に 、 当 該 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 事 務 所 そ の 他 の 施 設 に 立 ち 入 り 、 そ の 業 務 若 し く は 財 産 の 状 況 若 し く は 帳 簿 、 書 類 そ の 他 の 物 件

を 検 査 さ せ る こ と が で き る 。

初校

３１

平成27年12月議案及び議案説明書



2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 検 査 を さ せ る 場 合 に お い て は 、 当 該 検 査 を す る 職 員 に 、 同 項 の 疑 い が あ る と 認 め る 理 由 を 記 載 し た 書 面 を 、 あ ら か じ め 、 当 該 控

除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 役 員 そ の 他 の 当 該 検 査 の 対 象 と な っ て い る 事 務 所 そ の 他 の 施 設 の 管 理 に つ い て 権 限 を 有 す る 者 （ 第 四 項 に お い て 「 控 除 対 象 特 定

非 営 利 活 動 法 人 の 役 員 等 」 と い う 。 ） に 提 示 さ せ な け れ ば な ら な い 。

3 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 知 事 が 第 一 項 の 規 定 に よ る 検 査 の 適 正 な 遂 行 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る と 認 め る 場 合 に は 、 前 項 の 規 定 に よ る 書 面 の 提 示 を 要

し な い 。

4 前 項 の 場 合 に お い て 、 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 検 査 を 終 了 す る ま で の 間 に 、 当 該 検 査 を す る 職 員 に 、 同 項 の 疑 い が あ る と 認 め る 理 由 を 記 載 し た 書 面 を 、

控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 役 員 等 に 提 示 さ せ る も の と す る 。

5 第 二 項 又 は 前 項 の 規 定 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 検 査 を す る 職 員 が 、 当 該 検 査 に よ り 第 二 項 又 は 前 項 の 規 定 に よ り 理 由 と し て 提 示 し た 事 項 以 外 の 事 項 に つ い

て 、 第 一 項 の 疑 い が あ る と 認 め ら れ る こ と と な っ た 場 合 に お い て 、 当 該 事 項 に 関 し 検 査 を 行 う こ と を 妨 げ る も の で は な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 第 二 項 又 は 前

項 の 規 定 は 、 当 該 事 項 に 関 す る 検 査 に つ い て は 適 用 し な い 。

6 第 一 項 の 規 定 に よ る 検 査 を す る 職 員 は 、 そ の 身 分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 人 に 提 示 し な け れ ば な ら な い 。

7 第 一 項 の 規 定 に よ る 検 査 の 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解 し て は な ら な い 。

（ 勧 告 、 命 令 等 ）

第 十 九 条 知 事 は 、 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に つ い て 、 第 二 十 一 条 第 二 項 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と 疑 う に 足 り る 相 当 な 理 由 が あ る 場 合 に は 、 当 該 控 除

対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 対 し 、 期 限 を 定 め て 、 そ の 改 善 の た め に 必 要 な 措 置 を 採 る べ き 旨 の 勧 告 を す る こ と が で き る 。

2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を し た と き は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 、 そ の 勧 告 の 内 容 を 公 表 す る も の と す る 。

3 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 、 正 当 な 理 由 が な く 、 そ の 勧 告 に 係 る 措 置 を 採 ら な か っ た と き は 、 当 該 控 除 対 象

特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 対 し 、 そ の 勧 告 に 係 る 措 置 を 採 る べ き こ と を 命 ず る こ と が で き る 。

4 知 事 は 、 第 一 項 の 規 定 に よ る 勧 告 及 び 前 項 の 規 定 に よ る 命 令 を 書 面 に よ り 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

5 知 事 は 、 第 三 項 の 規 定 に よ る 命 令 を し た と き は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 、 そ の 旨 を 公 表 す る も の と す る 。

（ そ の 他 の 事 業 の 停 止 ）

第 二 十 条 知 事 は 、 法 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る そ の 他 の 事 業 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 そ の 他 の 事 業 」 と い う 。 ） を 行 う 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に つ き 、 同

条 第 一 項 の 規 定 に 違 反 し て そ の 他 の 事 業 か ら 生 じ た 利 益 が 当 該 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 行 う 特 定 非 営 利 活 動 に 係 る 事 業 以 外 の 目 的 に 使 用 さ れ た と 認 め

る と き は 、 当 該 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 対 し 、 そ の 他 の 事 業 の 停 止 を 命 ず る こ と が で き る 。

2 前 条 第 四 項 及 び 第 五 項 の 規 定 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 命 令 に つ い て 準 用 す る 。
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（ 指 定 の 取 消 し の た め に 必 要 な 手 続 を 行 う 基 準 等 ）

第 二 十 一 条 知 事 は 、 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 指 定 の 取 消 し の た め に 必 要 な 手 続 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。

一 第 四 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 し な く な っ た と き 。

二 第 六 条 各 号 （ 第 二 号 を 除 く 。 ） の い ず れ か に 該 当 す る と き 。

三 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 指 定 又 は 第 九 条 第 四 項 の 有 効 期 間 の 更 新 を 受 け た と き 。

四 申 出 期 間 内 に 、 第 九 条 第 三 項 の 申 出 を し な か っ た と き 。

五 第 十 七 条 第 一 項 の 届 出 が あ っ た 場 合 で あ っ て 、 合 併 後 存 続 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 又 は 合 併 に よ っ て 設 立 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 同 条 第 三 項 に お い て

準 用 す る 第 四 条 第 一 項 各 号 （ 第 十 号 を 除 く 。 ） に 掲 げ る 基 準 に 適 合 し な い と 知 事 が 認 め た と き 。

六 正 当 な 理 由 が な く 、 第 十 九 条 第 三 項 又 は 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 命 令 に 従 わ な い と き 。

七 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 か ら 指 定 の 取 消 し の 申 出 が あ っ た と き 。

八 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 解 散 し た と き （ 合 併 に よ り 解 散 し た と き を 除 く 。 ） 。

2 知 事 は 、 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 指 定 の 取 消 し の た め に 必 要 な 手 続 を 行 う こ と が で き る 。

一 法 第 二 十 九 条 の 規 定 に 違 反 し て 、 書 類 の 提 出 を 怠 っ た と き 。

二 第 四 条 第 一 項 第 五 号 、 第 六 号 イ 若 し く は ロ 又 は 第 九 号 に 掲 げ る 基 準 に 適 合 し な く な っ た と き 。

三 正 当 な 理 由 が な い の に 、 第 十 条 第 三 項 又 は 第 十 二 条 第 五 項 の 規 定 に 違 反 し て 書 類 を 閲 覧 さ せ ず 、 又 は 虚 偽 の 書 類 を 閲 覧 さ せ た と き 。

四 第 十 条 第 一 項 、 第 十 一 条 第 一 項 又 は 第 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反 し て 、 届 出 を せ ず 、 又 は 虚 偽 の 届 出 を し た と き 。

五 第 十 二 条 第 一 項 （ 第 十 七 条 第 三 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 又 は 第 二 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 に 違 反 し て 、 書 類 を 備 え 置 か ず 、 又 は こ れ に 記 載 す

べ き 事 項 を 記 載 せ ず 、 若 し く は 不 実 の 記 載 を し た と き 。

六 第 十 三 条 の 規 定 に 違 反 し て 、 書 類 の 提 出 を 怠 っ た と き 。

七 第 十 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 報 告 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 報 告 を し 、 又 は 同 項 の 規 定 に よ る 検 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 若 し く は 忌 避 し た と き 。

八 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 法 令 等 又 は 法 令 等 に 基 づ い て す る 行 政 庁 の 処 分 に 違 反 し た と き 。

3 知 事 は 、 前 二 項 の 規 定 に よ り 指 定 の 取 消 し の た め に 必 要 な 手 続 を 行 う に 当 た っ て 、 必 要 と 認 め る と き は 、 あ ら か じ め 、 徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人

審 査 会 の 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。

4 知 事 は 、 指 定 が 取 り 消 さ れ た と き は 、 指 定 が 取 り 消 さ れ た 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 対 し 、 そ の 旨 及 び そ の 理 由 を 、 速 や か に 、 書 面 に よ り 通 知 す る も の と す る 。

5 知 事 は 、 指 定 が 取 り 消 さ れ た と き は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 、 そ の 旨 及 び そ の 理 由 を 周 知 す る も の と す る 。
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（ 審 査 会 ）

第 二 十 二 条 こ の 条 例 の 規 定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事 項 の ほ か 、 知 事 の 諮 問 に 応 じ 、 指 定 の 手 続 等 に 関 す る 重 要 事 項 の 調 査 審 議 を 行 わ せ る た め 、 知 事

の 附 属 機 関 と し て 、 徳 島 県 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 審 査 会 （ 以 下 「 審 査 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

2 審 査 会 は 、 委 員 五 人 以 内 で 組 織 す る 。

3 委 員 は 、 学 識 経 験 の あ る 者 そ の 他 知 事 が 適 当 と 認 め る 者 の う ち か ら 、 知 事 が 任 命 す る 。

4 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

5 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

6 委 員 は 、 職 務 上 知 る こ と が で き た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い た 後 も 同 様 と す る 。

7 前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、 審 査 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 協 力 依 頼 ）

第 二 十 三 条 知 事 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 官 庁 、 公 共 団 体 そ の 他 の 者 に 照 会 し 、 又 は 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。

（ 委 任 ）

第 二 十 四 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 八 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

個 人 の 県 民 税 の 税 額 控 除 の 対 象 と す る 寄 附 金 を 受 け 入 れ る 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 に 対 す る 寄 附 を 促 進 し 、 地 域 に お い て 活 動 す る 特 定 非 営 利 活 動 法 人 を

支 援 す る た め 、 控 除 対 象 特 定 非 営 利 活 動 法 人 の 指 定 の 手 続 等 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 別 表 」 を 「 別 表 第 一 」 に 改 め る 。

第 五 条 を 第 六 条 と し 、 第 四 条 を 第 五 条 と し 、 第 三 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

（ 手 数 料 の 納 付 の 特 例 ）

第 四 条 別 表 第 二 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 を 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 者 が 行 う 場 合 に あ っ て は 、 当 該 事 務 に 係 る 手 数 料 は 、 当 該 事 務 を 行 う 者 に 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

2 前 項 の 規 定 に よ り 納 付 さ れ た 手 数 料 は 、 当 該 納 付 を 受 け た 者 の 収 入 と す る 。

別 表 の 二 十 二 の 項 か ら 二 十 六 の 項 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

二 十 二 が ん 登 録 等 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 百 十 一 号 ） 第 二 十 一 条 第 八 項

又 は 第 九 項 の 規 定 に よ る 都 道 府 県 が ん 情 報 又 は そ の 匿 名 化 が 行 わ れ た 情 報 の 提 供

次 に 掲 げ る 額 を 合 算 し た 額

イ が ん 登 録 等 の 推 進 に 関 す る 法 律 第 二 十 一 条 第 八 項 の 規

定 に よ る 都 道 府 県 が ん 情 報 の 提 供 並 び に 同 条 第 九 項 の 規

定 に よ る 都 道 府 県 が ん 情 報 の 匿 名 化 及 び 当 該 匿 名 化 を 行

っ た 情 報 の 提 供 （ 当 該 提 供 の 求 め を 受 け た 情 報 が 都 道 府

県 が ん 情 報 に 係 る 特 定 匿 名 化 情 報 （ 同 法 第 二 条 第 十 項 に

規 定 す る 特 定 匿 名 化 情 報 又 は 同 法 第 二 十 二 条 第 三 項 の 規

定 に よ り 匿 名 化 を 行 っ た 情 報 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い

第 九 号

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 九 号 徳 島 県 保 健 福 祉 関 係 手 数 料 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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二 十 三 か ら 二 十 六 ま で 削 除

て 同 じ 。 ） で あ る 場 合 に あ っ て は 、 そ の 提 供 ） に 要 す る

時 間 一 時 間 ま で ご と に 五 千 八 百 円

ロ 都 道 府 県 が ん 情 報 又 は 匿 名 化 情 報 （ が ん 登 録 等 の 推 進

に 関 す る 法 律 第 二 十 一 条 第 九 項 の 規 定 に よ り 都 道 府 県 が

ん 情 報 の 匿 名 化 を 行 っ た 情 報 及 び 特 定 匿 名 化 情 報 を い

う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） の 提 供 に 関 す る 次 の ()1

又 は ()2 に 掲 げ る 方 法 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ ()1 又 は ()2 に

定 め る 額

()1 光 デ ィ ス ク （ 日 本 工 業 規 格 Ｘ ○ 六 ○ 六 及 び Ｘ 六 二 八

一 に 適 合 す る 直 径 百 二 十 ミ リ メ ー ト ル の 光 デ ィ ス ク の

再 生 装 置 で 再 生 す る こ と が 可 能 な も の に 限 る 。 ） に 記

録 し た も の の 交 付 一 枚 に つ き 百 円

()2 光 デ ィ ス ク （ 日 本 工 業 規 格 Ｘ 六 二 四 一 に 適 合 す る 直

径 百 二 十 ミ リ メ ー ト ル の 光 デ ィ ス ク の 再 生 装 置 で 再 生

す る こ と が 可 能 な も の に 限 る 。 ） に 記 録 し た も の の 交

付 一 枚 に つ き 百 二 十 円

ハ 都 道 府 県 が ん 情 報 又 は 匿 名 化 情 報 を 記 録 し た ロ の ()1 又

は ()2 に 規 定 す る 光 デ ィ ス ク の 送 付 に 要 す る 費 用 の 額 （ 情

報 の 提 供 を 受 け る 者 が 当 該 光 デ ィ ス ク の 送 付 を 求 め る 場

合 に 限 る 。 ）

別 表 を 別 表 第 一 と し 、 同 表 の 次 に 次 の 一 表 を 加 え る 。

別 表 第 二 （ 第 四 条 関 係 ）

事 務 納 付 を 受 け る 者
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別 表 第 一 の 二 十 二 の 項 の 事 務 が ん 登 録 等 の 推 進 に 関 す る 法 律 第 二 十 四 条 第 一 項 第 二 号 の

規 定 に よ り 知 事 の 権 限 及 び 事 務 の 委 任 を 受 け た 者

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 八 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

が ん 登 録 等 の 推 進 に 関 す る 法 律 が 制 定 さ れ た こ と に 鑑 み 、 本 県 に お け る が ん 情 報 等 を が ん に 係 る 調 査 研 究 を 行 う 者 に 対 し て 提 供 す る 事 務 に 係 る 手 数 料 を 定 め

る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 が ん 対 策 推 進 条 例 （ 平 成 二 十 二 年 徳 島 県 条 例 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 八 条 中 「 す べ て 」 を 「 全 て 」 に 、 「 、 が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 」 を 「 、 が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 等 」 に 、 「 及 び 地 域 が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 」 を 「 、 地 域 が ん 診 療

連 携 拠 点 病 院 及 び 地 域 が ん 診 療 病 院 」 に 改 め る 。

第 九 条 の 見 出 し を 「 （ が ん 登 録 等 の 推 進 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 一 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

県 は 、 が ん 対 策 の 充 実 及 び が ん 医 療 の 質 の 向 上 に 資 す る よ う 、 が ん 登 録 （ が ん 登 録 等 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十 五 年 法 律 第 百 十 一 号 ） 第 二 条 第 二 項 に

規 定 す る が ん 登 録 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び が ん 登 録 に よ り 得 ら れ た 情 報 の 活 用 の 推 進 の た め に 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

第 九 条 第 二 項 中 「 地 域 が ん 登 録 」 を 「 県 は 、 前 項 の 施 策 」 に 、 「 登 録 さ れ た 」 を 「 が ん 登 録 に よ り 得 ら れ た 」 に 改 め る 。

第 十 条 中 「 が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 」 を 「 が ん 診 療 連 携 拠 点 病 院 等 」 に 、 「 医 療 機 関 等 」 を 「 医 療 機 関 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 八 年 一 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 八 条 及 び 第 十 条 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

が ん 登 録 等 の 推 進 に 関 す る 法 律 が 制 定 さ れ 、 全 国 が ん 登 録 が 実 施 さ れ る こ と に 鑑 み 、 が ん 登 録 等 の 推 進 に つ い て 定 め る 等 の 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案

を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 十 号

徳 島 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 十 号 徳 島 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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徳 島 県 介 護 基 盤 緊 急 整 備 等 臨 時 特 例 基 金 条 例 を 廃 止 す る 条 例

徳 島 県 介 護 基 盤 緊 急 整 備 等 臨 時 特 例 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 号 ） は 、 廃 止 す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

介 護 基 盤 緊 急 整 備 等 臨 時 特 例 交 付 金 等 の 対 象 事 業 が 終 了 し た こ と に 伴 い 、 徳 島 県 介 護 基 盤 緊 急 整 備 等 臨 時 特 例 基 金 を 廃 止 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例

案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 十 一 号

徳 島 県 介 護 基 盤 緊 急 整 備 等 臨 時 特 例 基 金 条 例 の 廃 止 に つ い て

徳 島 県 介 護 基 盤 緊 急 整 備 等 臨 時 特 例 基 金 条 例 を 廃 止 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 十 一 号 徳 島 県 介 護 基 盤 緊 急 整 備 等 臨 時 特 例 基 金 条 例 の 廃 止 に つ い て
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徳 島 県 介 護 職 員 処 遇 改 善 等 臨 時 特 例 基 金 条 例 を 廃 止 す る 条 例

徳 島 県 介 護 職 員 処 遇 改 善 等 臨 時 特 例 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 一 号 ） は 、 廃 止 す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

介 護 職 員 処 遇 改 善 等 臨 時 特 例 交 付 金 の 対 象 事 業 が 終 了 し た こ と に 伴 い 、 徳 島 県 介 護 職 員 処 遇 改 善 等 臨 時 特 例 基 金 を 廃 止 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案

を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 十 二 号

徳 島 県 介 護 職 員 処 遇 改 善 等 臨 時 特 例 基 金 条 例 の 廃 止 に つ い て

徳 島 県 介 護 職 員 処 遇 改 善 等 臨 時 特 例 基 金 条 例 を 廃 止 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 十 二 号 徳 島 県 介 護 職 員 処 遇 改 善 等 臨 時 特 例 基 金 条 例 の 廃 止 に つ い て
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障 が い の あ る 人 も な い 人 も 暮 ら し や す い 徳 島 づ く り 条 例

目 次
前 文

第 一 章 総 則 （ 第 一 条 ― 第 七 条 ）

第 二 章 障 が い の あ る 人 の 権 利 の 擁 護

第 一 節 障 が い の あ る 人 に 対 す る 差 別 等 の 禁 止 （ 第 八 条 ・ 第 九 条 ）

第 二 節 差 別 等 に 関 す る 相 談 体 制 （ 第 十 条 ― 第 十 二 条 ）

第 三 節 差 別 等 に 該 当 す る 事 案 解 決 の 仕 組 み （ 第 十 三 条 ― 第 十 八 条 ）

第 三 章 地 域 に お け る 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け た 取 組

第 一 節 情 報 の 取 得 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 支 援 （ 第 十 九 条 ― 第 二 十 三 条 ）

第 二 節 障 が い の あ る 人 の 移 動 に 対 す る 支 援 （ 第 二 十 四 条 ― 第 二 十 六 条 ）

第 三 節 自 立 及 び 社 会 参 加 （ 第 二 十 七 条 ― 第 三 十 四 条 ）

第 四 章 県 民 理 解 の 促 進 （ 第 三 十 五 条 ― 第 三 十 八 条 ）

第 五 章 雑 則 （ 第 三 十 九 条 ・ 第 四 十 条 ）

附 則
本 県 に お い て は 、 障 が い の あ る 人 が 、 い き い き と 安 心 し て 生 活 で き る よ う 、 障 が い 福 祉 サ ー ビ ス 等 を 充 実 さ せ る と と も に 、 意 欲 を 持 っ て 働 く 機 会 の 創 出 な ど 、

第 十 三 号

障 が い の あ る 人 も な い 人 も 暮 ら し や す い 徳 島 づ く り 条 例 の 制 定 に つ い て

障 が い の あ る 人 も な い 人 も 暮 ら し や す い 徳 島 づ く り 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 十 三 号 障 が い の あ る 人 も な い 人 も 暮 ら し や す い 徳 島 づ く り 条 例 の 制 定 に つ い て
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様 々 な 取 組 を 積 み 重 ね て き た 。

ま た 、 障 害 を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 の 推 進 に 関 す る 法 律 の 成 立 、 障 害 者 の 権 利 に 関 す る 条 約 の 批 准 な ど 、 障 が い の あ る 人 の 権 利 を 擁 護 す る 意 識 が 高 ま る 中 、

こ れ ま で の 取 組 を 更 に 発 展 さ せ る と と も に 、 障 が い を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 、 障 が い の あ る 人 の 日 常 生 活 や 社 会 生 活 を 制 限 し て い る 社 会 的 障 壁 の 除 去 、 さ ら に

は 、 障 が い の 特 性 に 応 じ た 適 切 な 情 報 の 取 得 及 び 利 用 、 意 思 疎 通 並 び に 移 動 の た め の 手 段 の 確 保 な ど を 通 じ 、 障 が い の あ る 人 が 自 立 し て 社 会 参 加 し 、 及 び 自 己

の 個 性 や 能 力 を 発 揮 す る こ と が で き る よ う な 共 生 社 会 の 実 現 が 求 め ら れ て い る 。

特 に 、 障 が い の あ る 人 が 、 そ の 多 様 な 障 が い の 特 性 に 応 じ 、 自 ら の 可 能 性 を 最 大 限 に 発 揮 し 、 地 域 に お け る 社 会 貢 献 活 動 を は じ め と し た 活 躍 の 場 を 広 げ て い

く こ と が 共 生 社 会 の 実 現 の た め に 必 要 で あ る 。

そ し て 、 障 が い の 有 無 に か か わ ら ず 全 て の 人 が 、 自 ら の 地 域 に 住 み 、 働 き 、 学 び 、 自 立 し 、 互 い の 立 場 を 尊 重 し 合 い な が ら 支 え 合 う こ と が で き る 社 会 の 実 現

は 、 地 域 社 会 の 活 力 を 取 り 戻 す こ と に つ な が る も の で あ る 。

こ こ に 、 私 た ち は 、 障 が い の あ る 人 の 権 利 を 擁 護 す る た め の 取 組 を 推 進 す る と と も に 、 障 が い の あ る 人 も な い 人 も 、 支 え 合 い な が ら 、 い き い き と 暮 ら せ る 共

生 社 会 の 実 現 を 目 指 し 、 こ の 条 例 を 制 定 す る 。

第 一 章 総 則

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 障 が い の あ る 人 に 対 す る 障 が い を 理 由 と す る 差 別 の 禁 止 並 び に 地 域 社 会 に お け る 障 が い の あ る 人 の 自 立 及 び 社 会 参 加 に 向 け た 取 組 に つ い

て 基 本 理 念 を 定 め 、 県 の 責 務 並 び に 市 町 村 及 び 県 民 の 役 割 を 明 ら か に す る と と も に 、 当 該 取 組 に 係 る 施 策 を 総 合 的 に 推 進 す る こ と に よ り 、 全 て の 県 民 が 障 が

い の 有 無 に か か わ ら ず 、 相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 合 い な が ら 地 域 で 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 共 生 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該 各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。

一 障 が い の あ る 人 身 体 障 が い 、 知 的 障 が い 、 精 神 障 が い （ 発 達 障 が い を 含 む 。 ） そ の 他 の 心 身 の 機 能 の 障 が い （ 以 下 「 障 が い 」 と い う 。 ） が あ る 者 で あ っ

て 、 障 が い 及 び 社 会 的 障 壁 に よ り 継 続 的 に 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 に 相 当 な 制 限 を 受 け る 状 態 に あ る も の を い う 。

二 社 会 的 障 壁 障 が い が あ る 者 に と っ て 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 を 営 む 上 で 障 壁 と な る よ う な 社 会 に お け る 事 物 、 制 度 、 慣 行 、 観 念 そ の 他 一 切 の も の を い う 。

三 情 報 の 取 得 及 び 意 思 疎 通 障 が い の あ る 人 が 、 必 要 と す る 情 報 を 自 由 に 取 得 し 、 及 び 利 用 し 、 並 び に 自 ら の 意 思 を 表 明 し 、 他 人 の 意 思 を 受 領 し 、 及 び 他

人 と の 意 思 疎 通 を 行 う こ と を い う 。

（ 基 本 理 念 ）

第 三 条 第 一 条 に 規 定 す る 障 が い の あ る 人 に 対 す る 障 が い を 理 由 と す る 差 別 の 禁 止 並 び に 障 が い の あ る 人 の 自 立 及 び 社 会 参 加 に 向 け た 取 組 に 係 る 施 策 （ 以 下 「 障
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が い の あ る 人 の 権 利 擁 護 及 び 社 会 参 加 等 に 関 す る 施 策 」 と い う 。 ） は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 基 本 理 念 と し て 行 わ な け れ ば な ら な い 。

一 全 て の 県 民 が 、 障 が い の 有 無 に か か わ ら ず 、 等 し く 基 本 的 人 権 を 享 有 す る か け が え の な い 個 人 と し て 尊 重 さ れ る こ と 。

二 障 が い を 理 由 と す る 差 別 の 解 消 は 、 差 別 が 障 が い の な い 人 も 含 め た 全 て の 人 に 関 係 す る 問 題 で あ る こ と が 認 識 さ れ 、 差 別 を 生 む 背 景 に あ る 誤 解 、 偏 見 そ

の 他 の 理 解 の 不 足 が 解 消 さ れ る よ う 、 障 が い の あ る 人 と な い 人 が 学 び 合 い 協 力 し て い く こ と を 旨 と し て 行 わ れ な け れ ば な ら な い こ と 。

三 障 が い の あ る 人 が 、 可 能 な 限 り 、 言 語 （ 手 話 を 含 む 。 ） そ の 他 の 意 思 疎 通 の た め の 手 段 に つ い て 選 択 の 機 会 が 確 保 さ れ る と と も に 、 情 報 の 取 得 及 び 意 思

疎 通 の た め の 手 段 に つ い て 選 択 の 機 会 の 拡 大 が 図 ら れ る こ と 。

四 情 報 の 取 得 及 び 意 思 疎 通 に 関 す る 支 援 は 、 障 が い の あ る 人 と な い 人 の 双 方 が 、 そ の 利 益 を 享 受 す る 主 体 で あ る こ と を 旨 と し て 行 う こ と 。

五 全 て の 障 が い の あ る 人 が 、 社 会 を 構 成 す る 一 員 と し て 、 自 ら の 意 思 に よ っ て 社 会 、 経 済 、 文 化 そ の 他 あ ら ゆ る 分 野 の 活 動 に 参 加 し 、 障 が い の あ る 人 も な

い 人 も 、 互 い に 支 え 合 い 安 心 し て 暮 ら せ る こ と を 旨 と し て 行 う こ と 。

六 障 が い の あ る 人 の 自 立 及 び 社 会 参 加 の 促 進 は 、 就 労 支 援 、 雇 用 促 進 、 ス ポ ー ツ 及 び 文 化 芸 術 の 振 興 そ の 他 の 障 が い の あ る 人 の 福 祉 の 向 上 に 関 す る 施 策 と

の 有 機 的 な 連 携 が 図 ら れ る こ と 。

（ 県 の 責 務 ）

第 四 条 県 は 、 前 条 に 規 定 す る 基 本 理 念 （ 以 下 「 基 本 理 念 」 と い う 。 ） に の っ と り 、 障 が い の あ る 人 の 権 利 擁 護 及 び 社 会 参 加 等 に 関 す る 施 策 を 総 合 的 か つ 計 画

的 に 策 定 し 、 並 び に 実 施 す る も の と す る 。

（ 市 町 村 等 と の 連 携 ）

第 五 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 の 権 利 擁 護 及 び 社 会 参 加 等 に 関 す る 施 策 を 策 定 し 、 並 び に 実 施 す る に 当 た っ て は 、 市 町 村 、 県 民 又 は 事 業 者 （ 商 業 そ の 他 の 事 業

を 行 う 者 （ 国 、 独 立 行 政 法 人 等 、 地 方 公 共 団 体 及 び 地 方 独 立 行 政 法 人 を 除 く 。 ） を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と 協 力 し 、 及 び 連 携 し て 取 り 組 む も の と す る 。

（ 県 民 の 協 力 ）

第 六 条 県 民 は 、 基 本 理 念 に の っ と り 、 障 が い の あ る 人 に 対 す る 理 解 を 深 め る と と も に 、 県 が 実 施 す る 障 が い の あ る 人 の 権 利 擁 護 及 び 社 会 参 加 等 に 関 す る 施 策

に 協 力 す る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 財 政 上 の 措 置 ）

第 七 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 の 権 利 擁 護 及 び 社 会 参 加 等 に 関 す る 施 策 を 実 施 す る た め 、 必 要 な 財 政 上 の 措 置 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

第 二 章 障 が い の あ る 人 の 権 利 の 擁 護

第 一 節 障 が い の あ る 人 に 対 す る 差 別 等 の 禁 止

（ 差 別 等 の 禁 止 ）
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第 八 条 全 て の 県 民 は 、 障 が い の あ る 人 に 対 し て 、 障 が い を 理 由 と し て 差 別 す る こ と そ の 他 の 権 利 利 益 を 侵 害 す る 行 為 （ 以 下 「 差 別 等 」 と い う 。 ） を し て は な

ら な い 。

（ 社 会 的 障 壁 の 除 去 の た め の 合 理 的 な 配 慮 ）

第 九 条 社 会 的 障 壁 の 除 去 は 、 そ れ を 必 要 と し て い る 障 が い の あ る 人 が 現 に 存 し 、 か つ 、 そ の 実 施 に 伴 う 負 担 が 過 重 で な い と き は 、 そ れ を 怠 る こ と に よ っ て 障

が い の あ る 人 の 権 利 利 益 を 侵 害 す る こ と と な ら な い よ う 、 当 該 障 が い の あ る 人 の 性 別 、 年 齢 及 び 障 が い の 状 態 に 応 じ て 、 そ の 実 施 に つ い て 必 要 か つ 合 理 的 な

配 慮 が さ れ な け れ ば な ら な い 。

第 二 節 差 別 等 に 関 す る 相 談 体 制

（ 差 別 等 及 び 合 理 的 配 慮 に 関 す る 相 談 ）

第 十 条 全 て の 県 民 は 、 県 に 対 し 、 差 別 等 及 び 社 会 的 障 壁 の 除 去 の 実 施 に つ い て 必 要 か つ 合 理 的 な 配 慮 に 関 す る 相 談 （ 以 下 「 特 定 相 談 」 と い う 。 ） を す る こ と

が で き る 。

2 県 は 、 特 定 相 談 が あ っ た と き は 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う も の と す る 。

一 特 定 相 談 に 応 じ 、 必 要 な 助 言 及 び 情 報 提 供 を 行 う こ と 。

二 特 定 相 談 に 係 る 関 係 者 間 の 調 整 を 行 う こ と 。

三 関 係 行 政 機 関 へ の 通 知 そ の 他 特 定 相 談 の 処 理 の た め に 必 要 な 事 務 を 行 う こ と 。

（ 専 門 相 談 員 の 配 置 ）

第 十 一 条 知 事 は 、 前 条 第 二 項 及 び 次 項 に 規 定 す る 業 務 を 行 わ せ る た め 、 差 別 等 及 び 社 会 的 障 壁 の 除 去 の 実 施 に つ い て 必 要 か つ 合 理 的 な 配 慮 に 関 し て 専 門 的 な

識 見 を 有 す る 者 の う ち か ら 、 相 談 員 （ 以 下 「 専 門 相 談 員 」 と い う 。 ） を 委 嘱 す る こ と が で き る 。

2 専 門 相 談 員 は 、 次 に 掲 げ る 業 務 を 行 う も の と す る 。

一 相 談 の あ っ た 事 例 の 調 査 及 び 研 究

二 第 十 四 条 第 二 項 の 調 査

三 前 二 号 に 付 随 す る 業 務

3 専 門 相 談 員 は 、 誠 実 か つ 公 正 に そ の 業 務 を 遂 行 し な け れ ば な ら な い 。

4 専 門 相 談 員 は 、 職 務 上 知 り 得 た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い た 後 も 、 同 様 と す る 。

（ 身 体 障 害 者 相 談 員 等 と の 連 携 ）

第 十 二 条 次 に 掲 げ る 者 は 、 特 定 相 談 が あ っ た と き は 、 県 又 は 専 門 相 談 員 に 対 し 、 第 十 条 第 二 項 に 掲 げ る 業 務 そ の 他 必 要 な 措 置 を 求 め る こ と が で き る 。
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一 身 体 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 四 年 法 律 第 二 百 八 十 三 号 ） 第 十 二 条 の 三 第 三 項 に 規 定 す る 身 体 障 害 者 相 談 員

二 知 的 障 害 者 福 祉 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 三 十 七 号 ） 第 十 五 条 の 二 第 三 項 に 規 定 す る 知 的 障 害 者 相 談 員

三 前 二 号 に 掲 げ る 者 の ほ か 、 差 別 等 及 び 社 会 的 障 壁 の 除 去 の 実 施 に つ い て 必 要 か つ 合 理 的 な 配 慮 に 関 し て 識 見 を 有 し 、 障 が い の あ る 人 か ら 相 談 を 受 け て い

る 者
第 三 節 差 別 等 に 該 当 す る 事 案 解 決 の 仕 組 み

（ 助 言 又 は あ っ せ ん の 求 め ）

第 十 三 条 差 別 等 を 受 け た 障 が い の あ る 人 又 は 障 が い の あ る 人 が 差 別 等 を 受 け た と 思 わ れ る 事 案 を 発 見 し た 者 は 、 知 事 に 対 し 、 当 該 差 別 等 に 該 当 す る 事 案 （ 以

下 「 対 象 事 案 」 と い う 。 ） の 解 決 の た め の 助 言 又 は あ っ せ ん を 求 め る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 求 め を す る こ と が 当 該 障 が い の あ る 人 の 意 に 反 す る こ と が

明 ら か で あ る と 認 め ら れ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

2 前 項 の 規 定 に よ る 求 め は 、 行 政 不 服 審 査 法 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 六 十 八 号 ） そ の 他 の 法 令 に 基 づ く 不 服 申 立 て 又 は 苦 情 申 立 て を す る こ と が で き る 行 政 庁 の

処 分 又 は 職 務 執 行 に つ い て は 、 す る こ と が で き な い 。

（ 事 実 の 調 査 ）

第 十 四 条 知 事 は 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 求 め が あ っ た と き は 、 当 該 求 め に 係 る 事 実 の 調 査 を 行 う も の と す る 。

2 知 事 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 専 門 相 談 員 に 、 前 項 の 規 定 に よ る 調 査 の 全 部 又 は 一 部 を 行 わ せ る こ と が で き る 。

3 第 一 項 の 規 定 に よ る 調 査 を 行 う 職 員 又 は 前 項 の 規 定 に よ る 調 査 を 行 う 専 門 相 談 員 は 、 そ の 身 分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 者 の 請 求 が あ っ た と き は 、 こ れ

を 提 示 し な け れ ば な ら な い 。

（ 助 言 又 は あ っ せ ん ）

第 十 五 条 知 事 は 、 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 求 め が あ っ た 場 合 に お い て 、 対 象 事 案 の 解 決 の た め に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 徳 島 県 障 が い の あ る 人 の 相

談 に 関 す る 調 整 委 員 会 に 対 し 、 助 言 又 は あ っ せ ん を 求 め る も の と す る 。

2 徳 島 県 障 が い の あ る 人 の 相 談 に 関 す る 調 整 委 員 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 求 め が あ っ た と き は 、 対 象 事 案 を 解 決 す る た め 、 助 言 又 は あ っ せ ん を 行 う も の と す

る 。 た だ し 、 当 該 対 象 事 案 の 性 質 上 助 言 又 は あ っ せ ん を す る こ と が 適 当 で な い と 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

3 徳 島 県 障 が い の あ る 人 の 相 談 に 関 す る 調 整 委 員 会 は 、 助 言 又 は あ っ せ ん の た め に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 対 象 事 案 に 係 る 関 係 者 に 説 明 又 は 資 料 の 提 出

を 求 め る こ と が で き る 。

4 徳 島 県 障 が い の あ る 人 の 相 談 に 関 す る 調 整 委 員 会 は 、 対 象 事 案 の 解 決 に 必 要 な あ っ せ ん 案 を 作 成 し 、 こ れ を 当 事 者 に 提 示 す る こ と が で き る 。

（ 勧 告 ）
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第 十 六 条 徳 島 県 障 が い の あ る 人 の 相 談 に 関 す る 調 整 委 員 会 は 、 前 条 第 四 項 の 規 定 に よ る あ っ せ ん 案 を 提 示 し た 場 合 に お い て 、 差 別 等 を し た と 認 め ら れ る 者 が

正 当 な 理 由 が な く 当 該 あ っ せ ん 案 を 受 諾 し な い と き は 、 当 該 差 別 等 を し た と 認 め ら れ る 者 に 対 し 、 必 要 な 措 置 を と る よ う 勧 告 す る こ と を 知 事 に 対 し て 求 め る

こ と が で き る 。

2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 求 め が あ っ た 場 合 に お い て 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 差 別 等 を し た と 認 め ら れ る 者 に 対 し て 、 必 要 な 措 置 を と る よ う 勧 告 す

る こ と が で き る 。

3 知 事 は 、 前 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 説 明 若 し く は 資 料 の 提 出 を 求 め ら れ た 者 が 正 当 な 理 由 が な く こ れ を 拒 ん だ と き 、 又 は 虚 偽 の 説 明 若 し く は 資 料 の 提 出 を 行

っ た と き は 、 そ の 者 に 対 し 、 必 要 な 措 置 を と る よ う 勧 告 す る こ と が で き る 。

（ 事 実 の 公 表 ）

第 十 七 条 知 事 は 、 前 条 第 二 項 又 は 第 三 項 の 規 定 に よ る 勧 告 を 受 け た 者 が 正 当 な 理 由 が な く 当 該 勧 告 に 従 わ な い と き は 、 そ の 旨 を 公 表 す る こ と が で き る 。

2 知 事 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 を し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 当 該 公 表 に 係 る 者 に 対 し て 、 そ の 旨 を 通 知 し 、 そ の 者 又 は そ の 者 の 代 理 人 の 出 席 を 求

め 、 意 見 の 聴 取 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 こ れ ら の 者 が 正 当 な 理 由 な く 意 見 の 聴 取 に 応 じ な い と き は 、 意 見 の 聴 取 を 行 わ な い で 公 表 す る こ と が で き

る 。
（ 徳 島 県 障 が い の あ る 人 の 相 談 に 関 す る 調 整 委 員 会 ）

第 十 八 条 対 象 事 案 の 解 決 の た め の 助 言 又 は あ っ せ ん に つ い て 調 査 審 議 す る た め 、 徳 島 県 障 が い の あ る 人 の 相 談 に 関 す る 調 整 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 ）

を 置 く 。

2 委 員 会 は 、 委 員 十 人 以 内 で 組 織 す る 。

3 委 員 は 、 障 が い の あ る 人 、 障 が い の あ る 人 の 福 祉 に 関 す る 事 業 に 従 事 す る 者 及 び 福 祉 、 医 療 、 経 済 、 教 育 、 法 律 そ の 他 差 別 等 に 関 し て 学 識 経 験 を 有 す る 者

の う ち か ら 、 知 事 が 任 命 す る 。

4 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、 前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

5 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

6 委 員 は 、 職 務 上 知 り 得 た 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 そ の 職 を 退 い た 後 も 、 同 様 と す る 。

7 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 委 員 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

第 三 章 地 域 に お け る 共 生 社 会 の 実 現 に 向 け た 取 組

第 一 節 情 報 の 取 得 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 対 す る 支 援

（ 情 報 の 取 得 及 び 意 思 疎 通 に お け る 障 壁 の 除 去 ）

初校

５０

平成27年12月議案及び議案説明書



第 十 九 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 が 情 報 の 取 得 及 び 意 思 疎 通 が で き る よ う に す る た め に 必 要 な 支 援 を 行 う も の と す る 。

2 県 は 、 前 項 の 支 援 を 行 う 場 合 に お い て は 、 障 が い の 特 性 に 応 じ た 多 様 な 対 応 が 必 要 で あ る こ と を 認 識 し 、 障 が い の 特 性 に 配 慮 し て 行 う も の と す る 。

3 県 は 、 第 一 項 の 支 援 を 行 う 場 合 に お い て は 、 障 が い 福 祉 に 関 し て 専 門 的 な 識 見 を 有 す る 機 関 と 連 携 し て 、 最 新 の 知 見 に 基 づ き 行 う よ う 努 め る も の と す る 。

（ 障 が い の あ る 人 に 配 慮 し た 情 報 発 信 等 ）

第 二 十 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 が 県 政 に 関 す る 情 報 を 速 や か に 得 る こ と が で き る よ う 、 可 能 な 限 り 、 障 が い の あ る 人 に 配 慮 し た 形 態 、 手 段 及 び 様 式 に よ っ て

情 報 提 供 を 行 う も の と す る 。

（ 意 思 疎 通 等 の 手 段 の 普 及 ）

第 二 十 一 条 県 は 、 県 民 及 び 事 業 者 に お い て 、 点 字 、 音 声 、 字 幕 、 文 字 表 示 、 わ か り や す い 表 現 、 情 報 支 援 機 器 （ 情 報 の 取 得 及 び 意 思 疎 通 を 容 易 に す る 機 器 を

い う 。 ） そ の 他 の 障 が い の あ る 人 に と っ て 利 用 し や す い 方 法 に よ り 、 障 が い の 特 性 に 応 じ た 多 様 な 情 報 提 供 の 方 法 が 普 及 す る よ う 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と

す る 。

2 県 は 、 手 話 が 言 語 で あ る と の 認 識 に 基 づ き 、 県 民 及 び 事 業 者 に お い て 手 話 の 利 用 が 普 及 す る よ う 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

3 県 は 、 障 が い の あ る 人 自 ら が 、 情 報 の 取 得 及 び 意 思 疎 通 を 行 え る よ う 、 生 活 に 必 要 な 訓 練 を 行 う も の と す る 。

（ 意 思 疎 通 支 援 者 の 養 成 等 ）

第 二 十 二 条 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 点 訳 、 手 話 通 訳 そ の 他 の 方 法 に よ り 障 が い の あ る 人 の 情 報 の 取 得 及 び 意 思 疎 通 を 支 援 す る 者 （ 以 下 「 意 思 疎 通 支 援 者 」

と い う 。 ） の 養 成 及 び 技 術 の 向 上 の た め に 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

2 県 は 、 意 思 疎 通 支 援 者 の 指 導 者 の 養 成 を 行 う も の と す る 。

3 県 は 、 市 町 村 と 連 携 し て 、 意 思 疎 通 支 援 者 の 円 滑 な 派 遣 を 行 う も の と す る 。

（ 災 害 時 等 の 情 報 の 確 保 ）

第 二 十 三 条 県 は 、 市 町 村 そ の 他 の 関 係 機 関 と 連 携 し て 、 災 害 そ の 他 非 常 の 事 態 （ 以 下 「 災 害 時 等 」 と い う 。 ） の 場 合 に お い て 、 障 が い の あ る 人 に 対 し 、 そ の

安 全 を 確 保 す る た め に 必 要 と な る 情 報 を 迅 速 か つ 的 確 に 伝 え ら れ る よ う 、 多 様 な 情 報 提 供 の 手 段 を 確 保 す る よ う 努 め る も の と す る 。

2 県 は 、 災 害 時 等 に お け る 障 が い の あ る 人 の 避 難 所 で の 生 活 等 に お い て 、 必 要 な 情 報 が 障 が い の 特 性 に 応 じ 、 迅 速 か つ 的 確 に 伝 え ら れ る よ う 、 支 援 す る 者 の

人 材 の 育 成 を 行 う も の と す る 。

第 二 節 障 が い の あ る 人 の 移 動 に 対 す る 支 援

（ 移 動 手 段 の 確 保 の 必 要 性 ）

第 二 十 四 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 が 自 立 し た 日 常 生 活 又 は 社 会 生 活 の た め に 必 要 と な る 安 全 か つ 快 適 に 利 用 で き る 公 共 交 通 機 関 そ の 他 の 交 通 手 段 が 提 供 さ れ
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る こ と の 重 要 性 に つ い て 、 関 係 機 関 及 び 県 民 の 理 解 を 深 め る た め に 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

（ 身 体 障 害 者 補 助 犬 ）

第 二 十 五 条 県 は 、 身 体 障 害 者 補 助 犬 （ 身 体 障 害 者 補 助 犬 法 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 四 十 九 号 ） 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 身 体 障 害 者 補 助 犬 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の

支 援 を 必 要 と す る 障 が い の あ る 人 の 社 会 参 加 を 促 進 す る た め 、 身 体 障 害 者 補 助 犬 の 育 成 を 行 う と と も に 、 身 体 障 害 者 補 助 犬 の 果 た す 役 割 の 重 要 性 に つ い て 県

民 の 理 解 を 深 め る た め の 啓 発 を 行 う も の と す る 。

（ 障 が い の あ る 人 の 交 通 安 全 等 ）

第 二 十 六 条 県 民 及 び 事 業 者 は 、 身 体 障 が い 者 用 の 車 椅 子 で 通 行 し て い る 人 、 白 色 又 は 黄 色 の つ え を 持 っ た 人 、 身 体 障 害 者 補 助 犬 を 連 れ た 人 そ の 他 の 安 全 に 配

慮 が 必 要 と 認 め ら れ る 障 が い の あ る 人 が 通 行 又 は 歩 行 し て い る 場 合 に お い て は 、 そ の 通 行 又 は 歩 行 を 妨 げ な い よ う に す る と と も に 、 そ の 安 全 が 確 保 さ れ る よ

う 必 要 な 配 慮 を し な け れ ば な ら な い 。

2 県 民 及 び 事 業 者 は 、 障 が い の あ る 人 の 通 行 又 は 歩 行 の 安 全 を 確 保 す る た め 、 自 動 車 （ 道 路 交 通 法 （ 昭 和 三 十 五 年 法 律 第 百 五 号 ） 第 二 条 第 九 号 に 規 定 す る 自

動 車 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） を 運 転 す る 場 合 に お い て 、 当 該 自 動 車 に そ の 存 在 又 は 接 近 を 歩 行 者 等 に 知 ら せ る 音 を 発 す る 装 置 （ 自 動 車 の 後 退 時

に 音 を 発 す る 装 置 を 含 む 。 ） が 搭 載 さ れ て い る と き は 、 当 該 装 置 を 用 い な け れ ば な ら な い 。

第 三 節 自 立 及 び 社 会 参 加

（ 障 が い 者 ス ポ ー ツ の 振 興 ）

第 二 十 七 条 県 は 、 ス ポ ー ツ を 通 じ て 、 障 が い の あ る 人 が 心 身 の 健 康 を 保 持 増 進 し 、 体 力 及 び 運 動 能 力 を 向 上 さ せ る と と も に 、 ス ポ ー ツ 活 動 （ ス ポ ー ツ を 行 い 、

指 導 し 、 若 し く は 観 戦 し 、 又 は ス ポ ー ツ の 競 技 会 そ の 他 の 催 し の 運 営 に か か わ る 活 動 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に よ り 自 立 及 び 社 会 参 加 が 促 進 さ れ る よ う 、 障 が

い の あ る 人 が 障 が い の 特 性 に 応 じ て 参 加 す る こ と が で き る ス ポ ー ツ （ 以 下 「 障 が い 者 ス ポ ー ツ 」 と い う 。 ） の 振 興 の た め に 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

（ ス ポ ー ツ に 参 加 す る 機 会 の 提 供 等 ）

第 二 十 八 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 が 障 が い の 特 性 に 応 じ て 多 様 な ス ポ ー ツ 活 動 に 参 加 で き る 機 会 の 提 供 に 努 め る と と も に 、 障 が い 者 ス ポ ー ツ の 指 導 者 そ の 他

障 が い 者 ス ポ ー ツ の 推 進 に 寄 与 す る 人 材 の 養 成 及 び 資 質 の 向 上 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 競 技 水 準 の 向 上 ）

第 二 十 九 条 県 は 、 パ ラ リ ン ピ ッ ク 競 技 大 会 そ の 他 の 国 際 的 な 規 模 の ス ポ ー ツ 競 技 会 又 は 全 国 的 な 規 模 の ス ポ ー ツ の 競 技 会 で 活 躍 で き る 障 が い 者 ス ポ ー ツ の 選

手 を 育 成 す る た め 、 障 が い 者 ス ポ ー ツ に お け る 競 技 水 準 の 向 上 に 努 め る も の と す る 。

（ 文 化 芸 術 活 動 の 振 興 ）

第 三 十 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 の 創 造 性 や 豊 か な 感 性 を 育 み 、 表 現 力 を 高 め る と と も に 、 障 が い の あ る 人 の 自 主 的 な 文 化 芸 術 に 関 す る 活 動 （ 以 下 「 文 化 芸 術
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活 動 」 と い う 。 ） に よ り 自 立 及 び 社 会 参 加 が 促 進 さ れ る よ う 、 障 が い の あ る 人 が 障 が い の 特 性 に 応 じ て 参 加 す る こ と が で き る 文 化 芸 術 活 動 の 振 興 の た め に 必

要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

（ 文 化 芸 術 活 動 に 参 加 す る 機 会 の 提 供 等 ）

第 三 十 一 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 が 障 が い の 特 性 に 応 じ て 多 様 な 文 化 芸 術 活 動 に 参 加 で き る 機 会 の 提 供 に 努 め る と と も に 、 障 が い の あ る 人 の 文 化 芸 術 作 品 の

公 演 、 展 示 等 へ の 支 援 、 こ れ ら に 関 す る 情 報 の 提 供 そ の 他 の 障 が い の あ る 人 が 文 化 芸 術 活 動 に 参 加 す る た め に 必 要 な 施 策 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 文 化 芸 術 活 動 の 発 展 ）

第 三 十 二 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 の 文 化 芸 術 活 動 の 発 展 に 資 す る よ う 、 民 間 の 団 体 等 が 行 う 文 化 芸 術 の 振 興 の た め の 取 組 の 促 進 そ の 他 の 障 が い の あ る 人 の 文

化 芸 術 活 動 が 活 発 に 行 わ れ る よ う な 環 境 の 整 備 の た め に 必 要 な 施 策 を 講 ず る よ う 努 め る も の と す る 。

（ 地 域 に お け る 活 躍 の 場 の 充 実 ）

第 三 十 三 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 の 自 立 及 び 社 会 参 加 に よ り 地 域 の 活 性 化 を 図 る た め 、 障 が い の あ る 人 が 障 が い の 特 性 に 応 じ 、 そ の 能 力 を 発 揮 し て 活 躍 で き

る 場 の 充 実 そ の 他 の 必 要 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

（ 就 労 等 へ の 支 援 ）

第 三 十 四 条 県 は 、 障 が い の あ る 人 の 地 域 に お け る 活 躍 の 場 が 増 え る よ う 、 国 等 に よ る 障 害 者 就 労 施 設 等 か ら の 物 品 等 の 調 達 の 推 進 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 二 十

四 年 法 律 第 五 十 号 ） 第 二 条 第 四 項 に 規 定 す る 障 害 者 就 労 施 設 等 そ の 他 関 係 団 体 と 連 携 し 、 障 が い の あ る 人 が 就 労 そ の 他 の 生 産 活 動 に よ り 供 給 す る 物 品 又 は 役

務 に 対 す る 需 要 を 増 進 し 、 そ の 受 注 の 機 会 の 増 大 を 支 援 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

第 四 章 県 民 理 解 の 促 進

（ 広 報 及 び 啓 発 の 推 進 ）

第 三 十 五 条 県 は 、 基 本 理 念 に 関 す る 県 民 の 関 心 と 理 解 を 深 め る と と も に 、 障 が い の あ る 人 の 権 利 擁 護 及 び 社 会 参 加 等 に 関 す る 施 策 が 効 果 的 に 実 施 さ れ る よ う 、

必 要 な 広 報 及 び 啓 発 を 推 進 す る も の と す る 。

（ 障 が い の あ る 人 と な い 人 の 交 流 の 推 進 ）

第 三 十 六 条 県 は 、 ス ポ ー ツ 活 動 、 文 化 芸 術 活 動 そ の 他 の 活 動 を 通 じ て 障 が い の あ る 人 と な い 人 が 交 流 す る こ と の で き る 機 会 を 積 極 的 に 提 供 し 、 そ の 相 互 理 解

の 増 進 を 図 る も の と す る 。

2 県 は 、 障 が い の あ る 生 徒 、 児 童 及 び 幼 児 と 障 が い の な い 生 徒 、 児 童 及 び 幼 児 と の 共 同 学 習 そ の 他 の 交 流 を 積 極 的 に 推 進 し 、 ま た 、 そ の 保 護 者 の 共 同 学 習 そ

の 他 の 交 流 に 対 す る 理 解 を 深 め る こ と に よ り 、 そ の 相 互 理 解 の 増 進 を 図 る も の と す る 。

（ 県 民 等 の 活 動 の 促 進 ）
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第 三 十 七 条 県 は 、 県 民 、 事 業 者 又 は こ れ ら の 者 が 組 織 す る 民 間 の 団 体 が 自 発 的 に 行 う 障 が い に つ い て 理 解 を 深 め る 活 動 を 促 進 す る た め 、 情 報 の 提 供 、 助 言 、

指 導 そ の 他 の 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。

（ 顕 彰 ）

第 三 十 八 条 知 事 は 、 地 域 の 活 性 化 に 資 す る 活 動 そ の 他 の 社 会 活 動 に お い て 顕 著 な 功 績 が あ る と 認 め ら れ る 障 が い の あ る 人 に 対 し て 、 顕 彰 を 行 う も の と す る 。

第 五 章 雑 則

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 三 十 九 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 罰 則 ）

第 四 十 条 第 十 一 条 第 四 項 又 は 第 十 八 条 第 六 項 の 規 定 に 違 反 し た 者 は 、 一 年 以 下 の 懲 役 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

1 こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 十 六 条 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 準 備 行 為 ）

2 第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 専 門 相 談 員 の 業 務 の 委 嘱 の 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 条 例 の 施 行 前 に お い て も 行 う こ と が で き る 。

（ 調 整 規 定 ）

3 こ の 条 例 の 施 行 の 日 が 行 政 不 服 審 査 法 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 六 十 八 号 ） の 施 行 の 日 前 で あ る 場 合 に は 、 同 法 の 施 行 の 日 の 前 日 ま で の 間 に お け る 第 十 三 条 第

二 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 同 項 中 「 行 政 不 服 審 査 法 （ 平 成 二 十 六 年 法 律 第 六 十 八 号 ） 」 と あ る の は 、 「 行 政 不 服 審 査 法 （ 昭 和 三 十 七 年 法 律 第 百 六 十 号 ） 」

と す る 。

提 案 理 由

障 が い の あ る 人 に 対 す る 障 が い を 理 由 と す る 差 別 の 禁 止 並 び に 地 域 社 会 に お け る 障 が い の あ る 人 の 自 立 及 び 社 会 参 加 に 向 け た 取 組 に つ い て 基 本 理 念 を 定 め 、

県 の 責 務 並 び に 市 町 村 及 び 県 民 の 役 割 を 明 ら か に す る と と も に 、 当 該 取 組 に 係 る 施 策 を 総 合 的 に 推 進 す る こ と に よ り 、 全 て の 県 民 が 障 が い の 有 無 に か か わ ら ず 、

相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重 し 合 い な が ら 地 域 で 安 心 し て 暮 ら す こ と の で き る 共 生 社 会 の 実 現 に 寄 与 す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 道 路 整 備 利 用 促 進 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 道 路 整 備 利 用 促 進 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 徳 島 県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

題 名 を 次 の よ う に 改 め る 。

徳 島 県 交 通 網 整 備 利 用 促 進 基 金 条 例

第 一 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 設 置 ）

第 一 条 本 県 の 交 通 網 の 整 備 、 利 用 の 促 進 そ の 他 交 通 網 の 強 化 を 図 る た め に 実 施 す る 事 業 に 要 す る 経 費 に 充 て る た め 、 徳 島 県 交 通 網 整 備 利 用 促 進 基 金 （ 以 下 「 基

金 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。

第 六 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 処 分 ）

第 六 条 基 金 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に 限 り 、 処 分 す る こ と が で き る 。

一 高 速 道 路 （ 高 速 道 路 株 式 会 社 法 （ 平 成 十 六 年 法 律 第 九 十 九 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 高 速 道 路 を い う 。 ） 及 び こ れ と 一 体 と な っ て 本 県 の 幹 線 道 路 網 を

構 成 す る 道 路 の 整 備 に 関 す る 事 業 の 財 源 に 充 て る 場 合

二 本 県 の 交 通 網 を 構 成 す る 交 通 施 設 及 び 輸 送 サ ー ビ ス の 利 用 の 促 進 に 関 す る 事 業 の 財 源 に 充 て る 場 合

三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 本 県 の 交 通 網 の 強 化 を 図 る た め に 実 施 す る 事 業 で あ っ て 知 事 が 特 に 必 要 と 認 め る も の の 財 源 に 充 て る 場 合

附 則

第 十 四 号

徳 島 県 道 路 整 備 利 用 促 進 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 道 路 整 備 利 用 促 進 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 十 四 号 徳 島 県 道 路 整 備 利 用 促 進 基 金 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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1 こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

2 改 正 前 の 徳 島 県 道 路 整 備 利 用 促 進 基 金 条 例 に よ る 徳 島 県 道 路 整 備 利 用 促 進 基 金 は 、 改 正 後 の 徳 島 県 交 通 網 整 備 利 用 促 進 基 金 条 例 に よ る 徳 島 県 交 通 網 整 備 利

用 促 進 基 金 と み な す 。

提 案 理 由

本 県 の 交 通 網 の 更 な る 強 化 を 図 る た め 、 徳 島 県 道 路 整 備 利 用 促 進 基 金 に つ い て 、 本 県 の 交 通 網 を 構 成 す る 道 路 以 外 の 交 通 施 設 及 び 輸 送 サ ー ビ ス の 利 用 の 促 進

に 関 す る 事 業 に 要 す る 経 費 に も 充 て る こ と が で き る こ と と す る 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。
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徳 島 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

徳 島 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 徳 島 県 条 例 第 六 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

一 小 売 電 気 事 業 等 電 気 事 業 法 （ 昭 和 三 十 九 年 法 律 第 百 七 十 号 ） 第 二 条 第 一 項 第 二 号 の 小 売 電 気 事 業 、 同 項 第 八 号 の 一 般 送 配 電 事 業 又 は 同 項 第 十 二 号 の 特

定 送 配 電 事 業 を い う 。

第 三 条 第 一 項 中 「 そ の 電 気 を 一 般 電 気 事 業 者 に 供 給 す る 」 を 「 小 売 電 気 事 業 等 の 用 に 供 す る た め の 電 気 を 発 電 す る 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 二 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

提 案 理 由

電 気 事 業 法 の 一 部 が 改 正 さ れ た こ と に 伴 い 、 所 要 の 整 理 を 行 う 必 要 が あ る 。 こ れ が 、 こ の 条 例 案 を 提 出 す る 理 由 で あ る 。

第 十 五 号

徳 島 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

徳 島 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の よ う に 定 め る 。

平 成 二 十 七 年 十 二 月 一 日 提 出

徳 島 県 知 事 飯 泉 嘉 門

第 十 五 号 徳 島 県 公 営 企 業 の 設 置 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て
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第16号

平成27年度総合情報通信ネットワークシステム整備事業費に対する受益市町村負担金について

平成27年度総合情報通信ネットワークシステム整備事業費の一部を次のとおり受益市町村に負担させるものとす
る。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

事 業 の 名 称 負担市町村 事 業 内 容 事 業 費 負 担 金
事業費に対
する負担金
の割合

付 記

総合情報通信ネットワー

クシステム整備事業

徳 島 市 端末局整備事業 21，286，680 10，643，340 1／2 事業費を増額又は減額

した場合は，事業費に対

する負担金の割合に応

じ，知事は負担金を増額

又は減額することができ

る。

鳴 門 市 端末局整備事業 19，754，182 9，877，091 1／2

小 松 島 市 端末局整備事業 17，925，628 8，962，814 1／2

阿 南 市 端末局整備事業 30，602，198 15，301，099 1／2

吉 野 川 市 端末局整備事業 25，424，216 12，712，108 1／2

阿 波 市 端末局整備事業 23，308，406 11，654，203 1／2

美 馬 市 端末局整備事業 38，001，104 19，000，552 1／2

三 好 市 端末局整備事業 26，329，422 13，164，711 1／2

勝 浦 町 端末局整備事業 16，817，026 8，408，513 1／2

円 円

第16号 平成27年度総合情報通信ネットワークシステム整備事業費に対する受益市町村負担金について
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上 勝 町 端末局整備事業 16，673，336 8，336，668 1／2

佐那河内村 端末局整備事業 14，928，836 7，464，418 1／2

石 井 町 端末局整備事業 26，395，224 13，197，612 1／2

神 山 町 端末局整備事業 21，075，530 10，537，765 1／2

那 賀 町 端末局整備事業 29，760，216 14，880，108 1／2

牟 岐 町 端末局整備事業 19，738，599 10，796，976 1／2・10／10

美 波 町 端末局整備事業 20，991，358 10，495，679 1／2

海 陽 町 端末局整備事業 23，077，618 11，538，809 1／2

松 茂 町 端末局整備事業 20，289，988 10，144，994 1／2

北 島 町 端末局整備事業 21，809，212 10，904，606 1／2

藍 住 町 端末局整備事業 22，599，668 11，299，834 1／2

板 野 町 端末局整備事業 23，664，010 11，832，005 1／2

上 板 町 端末局整備事業 22，260，370 11，130，185 1／2

つ る ぎ 町 端末局整備事業 24，298，156 12，149，078 1／2

東みよし町 端末局整備事業 20，303，552 10，151，776 1／2

初校

６０

平成27年12月議案及び議案説明書



提案理由

平成27年度総合情報通信ネットワークシステム整備事業費に対する受益市町村負担金について，地方財政法第27条第2項の規定により議決を経る必要があ

る。これが，この案件を提出する理由である。
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請負契約書中「4 契約金額 3，726，000，000円」を「4 契約金額 3，890，160，000円」に改める。

提案理由

工事の請負契約の契約金額の変更に伴い，議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第2条の規定により議決を経る必要がある。これ

が，この案件を提出する理由である。

第17号

徳島県総合情報通信ネットワークシステム再整備工事の請負契約の変更請負契約について

平成26年10月21日議決を経た徳島県総合情報通信ネットワークシステム再整備工事の請負契約の変更請負契約を
次のとおり締結する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第17号 徳島県総合情報通信ネットワークシステム再整備工事の請負契約の変更請負契約について
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1 物 件 名 消防防災ヘリコプター

2 取 得 予 定 価 格 2，030，400，000円

3 取 得 の 相 手 方 兵庫県神戸市中央区東川崎町三丁目1番1号

川崎重工業株式会社

取 締 役 社 長 村 山 滋

提案理由

動産の取得について，議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第3条の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出

する理由である。

第18号

動 産 の 取 得 に つ い て

航空消防防災体制を整備するため，次の動産を取得する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第18号 動産の取得について
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発売総額 10，000，000千円以内

提案理由

当せん金付証票の発売について，当せん金付証票法第4条の規定により，その限度額について議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由であ

る。

第19号

当せん金付証票の発売について

当せん金付証票法により，平成28年度中において証票を次のとおり発売することができる。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第19号 当せん金付証票の発売について
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1 施 設 の 名 称 徳島県立南部防災館

2 指 定 管 理 者 海部郡海陽町大里字上中須128番地

海陽町

3 指 定 の 期 間 平成28年4月1日から平成31年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第20号

徳島県立南部防災館の指定管理者の指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第20号 徳島県立南部防災館の指定管理者の指定について
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1 施 設 の 名 称 徳島県立男女共同参画交流センター

2 指 定 管 理 者 徳島市山城町東浜傍示1番地1

一般財団法人 徳島県観光協会

3 指 定 の 期 間 平成28年4月1日から平成33年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第21号

徳島県立男女共同参画交流センター（ホール，研修室等を利用に供する業務等）の指定管理者の
指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第21号 徳島県立男女共同参画交流センター（ホール，研修室等を利用に供する業務等）の指定管理者の指定について
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1 施 設 の 名 称 徳島県立男女共同参画交流センター

2 指 定 管 理 者 徳島市南常三島町三丁目31番地の1

株式会社 クラッシー

3 指 定 の 期 間 平成28年4月1日から平成33年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第22号

徳島県立男女共同参画交流センター（子育て支援業務）の指定管理者の指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第22号 徳島県立男女共同参画交流センター（子育て支援業務）の指定管理者の指定について
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1 施 設 の 名 称 徳島県郷土文化会館

2 指 定 管 理 者 徳島市藍場町二丁目14番地

公益財団法人 徳島県文化振興財団

3 指 定 の 期 間 平成28年4月1日から平成33年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第23号

徳島県郷土文化会館の指定管理者の指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第23号 徳島県郷土文化会館の指定管理者の指定について
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1 施 設 の 名 称 徳島県立文学書道館

2 指 定 管 理 者 徳島市藍場町二丁目14番地

公益財団法人 徳島県文化振興財団

3 指 定 の 期 間 平成28年4月1日から平成33年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第24号

徳島県立文学書道館の指定管理者の指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第24号 徳島県立文学書道館の指定管理者の指定について

初校

７７

平成27年12月議案及び議案説明書



78初校

平成27年12月議案及び議案説明書



1 施 設 の 名 称 徳島県蔵本公園，徳島県鳴門総合運動公園及び徳島県立中央武道館

2 指 定 管 理 者 鳴門市撫養町立岩字四枚61番地

一般財団法人 徳島県スポーツ振興財団

3 指 定 の 期 間 平成28年4月1日から平成33年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第25号

徳島県蔵本公園等の指定管理者の指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第25号 徳島県蔵本公園等の指定管理者の指定について

初校

７９

平成27年12月議案及び議案説明書



80初校

平成27年12月議案及び議案説明書



1 施 設 の 名 称 徳島県立産業観光交流センター

2 指 定 管 理 者 徳島市山城町東浜傍示1番地1

一般財団法人 徳島県観光協会

3 指 定 の 期 間 平成28年4月1日から平成33年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第26号

徳島県立産業観光交流センターの指定管理者の指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第26号 徳島県立産業観光交流センターの指定管理者の指定について

初校

８１

平成27年12月議案及び議案説明書



82初校

平成27年12月議案及び議案説明書



1 施 設 の 名 称 徳島県立あすたむらんど

2 指 定 管 理 者 徳島市南末広町4番54号

株式会社 ネオビエント

3 指 定 の 期 間 平成28年4月1日から平成33年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第27号

徳島県立あすたむらんどの指定管理者の指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第27号 徳島県立あすたむらんどの指定管理者の指定について

初校

８３

平成27年12月議案及び議案説明書



84初校

平成27年12月議案及び議案説明書



1 施 設 の 名 称 徳島県月見が丘海浜公園

2 指 定 管 理 者 徳島市幸町一丁目47番地3

株式会社 スタッフクリエイト

3 指 定 の 期 間 平成28年4月1日から平成31年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第28号

徳島県月見が丘海浜公園の指定管理者の指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第28号 徳島県月見が丘海浜公園の指定管理者の指定について

初校

８５

平成27年12月議案及び議案説明書



86初校

平成27年12月議案及び議案説明書



1 施 設 の 名 称 旧吉野川流域下水道

2 指 定 管 理 者 徳島市川内町平石住吉209番地5

公益財団法人 徳島県建設技術センター

3 指 定 の 期 間 平成28年4月1日から平成31年3月31日まで

提案理由

指定管理者の指定について，地方自治法第244条の2第6項の規定により議決を経る必要がある。これが，この案件を提出する理由である。

第29号

旧吉野川流域下水道の指定管理者の指定について

地方自治法第244条の2第6項の規定により，次のとおり公の施設の指定管理者を指定する。

平 成27年12月 1 日 提 出

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

第29号 旧吉野川流域下水道の指定管理者の指定について

初校

８７

平成27年12月議案及び議案説明書



88初校

平成27年12月議案及び議案説明書



損害賠償の額の決定及び和解について

交通事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第1号

損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

平 成27年12月 1 日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

板野郡北島町在住 1名 432，720 平成26年5月21日 徳島市地内 平成27年11月4日

徳島市在住 1名 48，276 平成26年11月19日 徳島市地内 平成27年11月4日

阿南市在住 1名 117，000 平成27年3月12日 海部郡美波町地内 平成27年11月4日

徳島市在住 1名 373，800 平成27年3月31日 徳島市地内 平成27年11月4日

阿南市在住 1名 122，132 平成27年4月3日 徳島市地内 平成27年11月4日

海部郡海陽町在住 1名 136，844 平成27年4月10日 徳島市地内 平成27年11月4日

円

報告第1号 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

三校

８９

平成27年12月議案及び議案説明書



90初校

平成27年12月議案及び議案説明書



損害賠償の額の決定及び和解について

道路事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第2号

損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

平 成27年12月 1 日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

小松島市在住 1名 104，000 平成27年5月28日 徳島市地内
（県道徳島環状線） 平成27年10月29日

徳島市在住 1名 12，000 平成27年6月5日 徳島市地内
（県道徳島環状線） 平成27年10月29日

那賀郡那賀町在住 1名 114，000 平成27年7月7日 那賀郡那賀町地内
（国道195号） 平成27年10月29日

美馬郡つるぎ町在住 1名 940，000 平成27年8月5日 美馬郡つるぎ町地内
（国道438号） 平成27年10月29日

那賀郡那賀町在住 1名 99，000 平成27年8月20日 那賀郡那賀町地内
（国道195号） 平成27年10月29日

三好市在住 1名 89，000 平成27年9月2日 三好市地内
（県道大利辻線） 平成27年10月29日

円

報告第2号 損害賠償（道路事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

再校

９１

平成27年12月議案及び議案説明書



92初校

平成27年12月議案及び議案説明書



損害賠償の額の決定及び和解について

捜査活動に伴う物損事故に関し，県の義務に属する損害賠償の額を次のとおり決定し，和解する。

報告第3号

損害賠償（捜査活動に伴う物損事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

地方自治法第180条第1項の規定により，次のとおり専決処分したので，同条第2項の規定により報告する。

平 成27年12月 1 日

徳島県知事 飯 泉 嘉 門

和 解 の 相 手 方 賠 償 金 額 事故発生年月日 事 故 発 生 場 所 専決処分年月日

那賀郡那賀町所在 1法人 194，400 平成27年8月6日 阿南市地内 平成27年11月4日
円

報告第3号 損害賠償（捜査活動に伴う物損事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告について

三校

９３

平成27年12月議案及び議案説明書



94初校

平成27年12月議案及び議案説明書



補 正 予 算 説 明 書

95初校

平成27年12月議案及び議案説明書



96初校

平成27年12月議案及び議案説明書



1 総 括
（歳 入）

款 補 正 前 の 額 補 正 額 計 頁

01 県 税 77，000，000 ― 77，000，000 ―

02 地 方 消 費 税 清 算 金 23，701，000 ― 23，701，000 ―

03 地 方 譲 与 税 11，688，000 ― 11，688，000 ―

04 地 方 特 例 交 付 金 130，000 ― 130，000 ―

05 地 方 交 付 税 140，500，000 ― 140，500，000 ―

06 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 290，000 ― 290，000 ―

07 分 担 金 及 び 負 担 金 1，066，639 ― 1，066，639 ―

08 使 用 料 及 び 手 数 料 5，672，689 ― 5，672，689 ―

平成27年度徳島県一般会計補正予算（第3号）説明書
歳入歳出補正予算（第3号）事項別明細書 （単位 千円）

再校

９７

平成27年12月議案及び議案説明書



款 補 正 前 の 額 補 正 額 計 頁

09 国 庫 支 出 金 58，497，105 366，666 58，863，771 101

10 財 産 収 入 1，338，139 ― 1，338，139 ―

11 寄 附 金 104，050 20，000 124，050 103

12 繰 入 金 93，098，925 594，264 93，693，189 105

13 繰 越 金 6，688，867 545，294 7，234，161 107

14 諸 収 入 15，056，181 ― 15，056，181 ―

15 県 債 54，951，000 169，000 55，120，000 109

歳 入 合 計 489，782，595 1，695，224 491，477，819 ―

再校

９８

平成27年12月議案及び議案説明書



（歳 出）

款 補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

頁特 定 財 源
一 般 財 源

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他

01 議 会 費 983，479 ― 983，479 ―

02 総 務 費 30，926，473 364，160 31，290，633 164，000 20，000 180，160 111

03 民 生 費 60，158，014 ― 60，158，014 ―

04 衛 生 費 28，819，138 664，264 29，483，402 366，666 114，264 183，334 113

05 労 働 費 6，012，626 ― 6，012，626 ―

06 農 林 水 産 業 費 29，628，785 69，800 29，698，585 5，000 64，800 115

07 商 工 費 64，135，073 2，000 64，137，073 2，000 119

08 土 木 費 46，466，684 595，000 47，061，684 480，000 115，000 121

09 警 察 費 20，963，518 ― 20，963，518 ―

再校

９９

平成27年12月議案及び議案説明書



款 補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

頁特 定 財 源
一 般 財 源

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他

10 教 育 費 84，602，931 ― 84，602，931 ―

11 災 害 復 旧 費 10，243，846 ― 10，243，846 ―

12 公 債 費 80，807，348 ― 80，807，348 ―

13 諸 支 出 金 25，884，680 ― 25，884，680 ―

14 予 備 費 150，000 ― 150，000 ―

財 源 振 替 0 0 0 繰越金 545，294 △545，294 ―

歳 出 合 計 489，782，595 1，695，224 491，477，819 366，666 169，000 1，159，558 0 ―

初校

１００

平成27年12月議案及び議案説明書



2 歳 入
（款） 09 国 庫 支 出 金

（項） 01 国 庫 負 担 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

03 衛 生 費 国 庫 負 担 金 3，202，657 366，666 3，569，32302医 薬 費
国 庫 負 担 金 366，666 医療介護提供体制改革推進費（2／3） 366，666

計 32，050，714 366，666 32，417，380

１０１歳入 第09款 国 庫 支 出 金

再校

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１０２再校

平成27年12月議案及び議案説明書



（款） 11 寄 附 金

（項） 01 寄 附 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

02 総 務 寄 附 金 20，000 20，00001企 画 寄 附 金 20，000 企画調整費 20，000

計 104，050 20，000 124，050

１０３歳入 第11款 寄 附 金

四校

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１０４再校

平成27年12月議案及び議案説明書



（款） 12 繰 入 金

（項） 02 基 金 繰 入 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

10 地域医療介護総合確保
基 金 繰 入 金 3，581，248 114，264 3，695，51201

地域医療介護
総合確保基金
繰 入 金

114，264

28 命を守るための大規模
災害対策基金繰入金 90，900 480，000 570，90001

命を守るための
大規模災害対策
基 金 繰 入 金

480，000

計 30，916，639 594，264 31，510，903

１０５歳入 第12款 繰 入 金

再校

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１０６再校

平成27年12月議案及び議案説明書



（款） 13 繰 越 金

（項） 01 繰 越 金

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

01 繰 越 金 6，688，867 545，294 7，234，16101繰 越 金 545，294

計 6，688，867 545，294 7，234，161

１０７歳入 第13款 繰 越 金

再校

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１０８再校

平成27年12月議案及び議案説明書



（款） 15 県 債

（項） 01 県 債

目 補正前の額 補 正 額 計
節

説 明
区 分 金 額

01 総 務 債 4，923，000 164，000 5，087，00002防 災 費 債 164，000 総合情報通信ネットワークシステム運営費 164，000

04 農 林 水 産 業 債 4，630，000 5，000 4，635，00002林 業 費 債 5，000 県単独治山事業費 5，000

計 54，951，000 169，000 55，120，000

１０９歳入 第15款 県 債

再校

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１１０再校

平成27年12月議案及び議案説明書



3 歳 出
（款） 02 総 務 費

（項） 02 企 画 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

01企画総務費 1，253，970 200，0001，453，970
寄附金
20，000 180，000

25積 立 金 200，000 1 企画調整費

奨学金返還支援基金積立金 200，000

計 2，792，422 200，0002，992，422 20，000 180，000

１１１歳出 第02款 総 務 費

三校

平成27年12月議案及び議案説明書



（項） 06 防 災 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

01防災総務費 4，663，399 164，1604，827，559 164，000 16015工事請負費 164，160 1 総合情報通信ネットワークシステム運営費
164，160

計 4，750，143 164，1604，914，303 164，000 160

再校

１１２

平成27年12月議案及び議案説明書



（款） 04 衛 生 費

（項） 04 医 薬 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

02医 務 費 9，013，544 664，2649，677，808 366，666
繰入金
114，264 183，334

19負担金、補助及び交付金 114，264 1 医療衛生費 664，264

徳島赤十字病院日帰り手術センター
（仮称）等整備支援事業費補助金 114，264

地域医療介護総合確保基金積立金 550，000
25積 立 金 550，000

計 10，190，755 664，26410，855，019 366，666 114，264 183，334

１１３歳出 第04款 衛 生 費

四校

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１１４再校

平成27年12月議案及び議案説明書



（款） 06 農林水産業費

（項） 04 農 地 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

02土地改良費 2，933，427 11，5002，944，927 11，50015工事請負費 11，500 1 県単独土地改良事業費 11，500

計 10，325，426 11，50010，336，926 11，500

１１５歳出 第06款 農林水産業費

再校

平成27年12月議案及び議案説明書



（項） 05 林 業 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

04造 林 費 1，291，635 10，0001，301，635 10，000
19負担金、補助及び交付金 10，000 1 県単独林業生産等支援事業費

事業費補助金 10，000

06治 山 費 2，813，875 26，3002，840，175 5，000 21，300
09旅 費 50 1 県単独治山事業費 26，300

工事費 19，000

事業費補助金 6，100

事務費 1，200

11需 用 費 1，050

12役 務 費 50

14使用料及び賃 借 料 50

15工事請負費 19，000

19負担金、補助及び交付金 6，100

計 10，382，262 36，30010，418，562 5，000 31，300

再校

１１６

平成27年12月議案及び議案説明書



（項） 06 水 産 業 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

07漁港管理費 105，107 22，000 127，107 22，000
13委 託 料 5，000 1 県管理漁港維持補修費 22，000

15工事請負費 17，000

計 2，316，307 22，0002，338，307 22，000

１１７

再校

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１１８再校

平成27年12月議案及び議案説明書



（款） 07 商 工 費

（項） 01 商 業 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

03中 小 企 業指 導 費 104，171 2，000 106，171 2，00013委 託 料 2，000 1 中小企業総合支援費 2，000

計 58，764，716 2，00058，766，716 2，000

１１９歳出 第07款 商 工 費

再校

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１２０再校

平成27年12月議案及び議案説明書



（款） 08 土 木 費

（項） 02 道路橋りょう費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

02道路維持費 2，652，956 100，0002，752，956 100，000
11需 用 費 4，950 1 道路維持修繕費 100，000

13委 託 料 50，050

15工事請負費 45，000

計 20，753，228 100，00020，853，228 100，000

１２１歳出 第08款 土 木 費

再校

平成27年12月議案及び議案説明書



（項） 03 河 川 海 岸 費

目
補正前
の 額

補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳 節

説 明特 定 財 源 一般財源 区 分 金 額国支出金 地 方 債 そ の 他

02河川改良費 8，021，159 480，0008，501，159
繰入金
480，000

11需 用 費 22，275 1 河川海岸維持修繕費 450，000

2 河川安全・安心協働推進費

推進費補助金 30，000
13委 託 料 337，725

15工事請負費 90，000

19負担金、補助及び交付金 30，000

03砂 防 費 4，562，460 15，0004，577，460 15，000
11需 用 費 742 1 砂防維持修繕費 15，000

13委 託 料 758

15工事請負費 13，500

計 13，551，649 495，00014，046，649 480，000 15，000

三校

１２２

平成27年12月議案及び議案説明書



補正予算（第3号）債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は支出額の

見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

（当該年度提出に係る分）

事 項 限 度 額
前 年 度 末 ま で の
支 出（ 見 込 ）額

当 該 年 度 以 降 の
支 出 予 定 額

左 の 財 源 内 訳
特 定 財 源 一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国支出金 地 方 債 そ の 他

徳島県立南部防災館の管理運営協定

36，995

自

平成28年度

至

平成30年度

36，995 36，995

奨学金返還支援費に係る補助金

（平成27年度事業分）

200，000

自

平成27年度

至

平成45年度

200，000 200，000

徳島県立男女共同参画交流センター

（ホール，研修室等を利用に供する業

務等）の管理運営協定 143，775

自

平成28年度

至

平成32年度

143，775 19，000 124，775

徳島県立男女共同参画交流センター

（子育て支援業務）の管理運営協定
28，003

自

平成28年度

至

平成32年度

28，003 28，003

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

１２３

三校

平成27年12月議案及び議案説明書



事 項 限 度 額
前 年 度 末 ま で の
支 出（ 見 込 ）額

当 該 年 度 以 降 の
支 出 予 定 額

左 の 財 源 内 訳
特 定 財 源 一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国支出金 地 方 債 そ の 他

徳島県郷土文化会館の管理運営協定

699，870

自

平成28年度

至

平成32年度

699，870 460 699，410

徳島県立文学書道館の管理運営協定

849，900

自

平成28年度

至

平成32年度

849，900 19，905 829，995

徳島県蔵本公園等の管理運営協定

1，975，512

自

平成28年度

至

平成32年度

1，975，512 16，890 1，958，622

徳島県立産業観光交流センターの管理

運営協定
1，395，000

自

平成28年度

至

平成32年度

1，395，000 715，382 679，618

徳島県立あすたむらんどの管理運営協

定
3，329，667

自

平成28年度

至

平成32年度

3，329，667 395，694 2，933，973

再校

１２４

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

平成27年12月議案及び議案説明書



徳島県月見が丘海浜公園の管理運営協

定
170，467

自

平成28年度

至

平成30年度

170，467 170，467

１２５

再校

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１２６再校

平成27年12月議案及び議案説明書



補正予算（第3号）地方債の前年度末における現在高及び当該年度末における現在高の見込みに関する調書

区 分
前 年 度 末

現 在 高

当 該 年 度 中 増 減 見 込 み 当該年度末現在高見込額当 該 年 度 中 起 債 見 込 額 当該年度中元金償還見込額
補正前の額 補 正 額 計 補正前の額 補 正 額 計 補正前の額 補 正 額 計

1 普 通 債 548，143，106 34，686，000 169，000 34，855，000 49，417，728 49，417，728533，411，378 169，000533，580，378

()2 農 林 水 産 74，164，429 5，918，000 5，000 5，923，000 9，122，030 9，122，030 70，960，399 5，000 70，965，399

()9 総 務 52，873，065 5，478，000 164，000 5，642，000 3，043，445 3，043，445 55，307，620 164，000 55，471，620

合 計 883，095，959 63，496，000 169，000 63，665，000 67，518，000 67，518，000879，073，959 169，000879，242，959

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

初校

１２７

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１２８初校

平成27年12月議案及び議案説明書



補正予算に係る債務負担行為で翌年度以降にわたるものについての前年度末までの支出額又は支出額の

見込み及び当該年度以降の支出予定額等に関する調書

（当該年度提出に係る分）

区 分 事 項 限 度 額
前 年 度 末 ま で の
支 出（ 見 込 ）額

当 該 年 度 以 降 の
支 出 予 定 額

左 の 財 源 内 訳
特 定 財 源 一般財源期 間 金 額 期 間 金 額 国支出金 地 方 債 そ の 他

流域下水道

事業特別会計

旧吉野川流域下水道の管理運営

協定
645，926

自

平成28年度

至

平成30年度

645，926 645，926

平成27年度徳島県特別会計補正予算説明書

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

１２９

四校

平成27年12月議案及び議案説明書



◯１３０再校

平成27年12月議案及び議案説明書



平成27年12月議案及び議案説明書



初校

平成27年12月議案及び議案説明書
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